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児
童
手
当
額

　
　
改
定
の
お
知
ら
せ

　
児
童
手
当
の
月
額
は
、
毎
年
六
月

に
前
年
の
所
得
の
市
民
税
に
か
か
わ

る
所
得
割
の
有
無
に
よ
り
決
定
さ
れ

ま
す
が
、
今
年
六
月
～
来
年
五
月
分

ま
で
の
手
当
月
額
は
、
算
定
基
礎
児

童
数
一
人
当
た
り
所
得
割
の
有
る
人

で
五
千
円
、
無
い
人
で
六
千
五
百
円

と
な
り
ま
す
。

（
こ
の
変
更
決
定
に
不
服
の
あ
る
か

た
は
県
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
）

　
な
お
、
支
給
日
は
、
十
月
、
二
月

六
月
の
十
日
ご
ろ
に
指
定
さ
れ
た
口

座
に
振
り
込
み
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
生
活
課
年

金
係
（
窓
七
ー
三
一
一
一
番
内
線
二

一
八
V
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

在
宅
心
身
障
害
児

　
　
療
育
教
室
を
開
催

　
中
越
児
童
相
談
所
で
は
、
家
庭
で

心
身
障
害
児
を
指
導
し
て
い
る
保
護

者
に
適
切
な
知
識
と
技
術
を
習
得
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
次
の
目
程
に
よ
り

「
在
宅
心
身
障
害
児
ー
保
護
者
指
導

講
座
・
療
育
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

★
日
時
　
十
月
三
目
囲
　
午
前
十
時

　
　
半
か
ら
午
後
三
時
半
ま
で
。

★
会
場
　
市
民
会
館
（
学
校
町
二
）

★
内
容
　
療
育
教
室
（
実
地
指
導
）

ー
親
子
関
係
と
遊
び
ー
桜
井
敬

一
郎
先
生
（
ま
ご
こ
ろ
養
護
学
校
教

頭
）
ほ
か
に
講
義
、
座
談
会
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

★
申
込
み
　
市
社
会
福
祉
事
務
所
援

護
係
（
8
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二

一
四
）
に
九
月
五
日
樹
ま
で
に
。

と菩9茸2畝）

　　　午前10時～午後3時

ところ　商工福祉会館

と　き　9月3日（水）

　　　午前10時～午後3時

ところ　根茂織物㈱

　　乳歯の下には永久歯

　歯がはえ始めたら清潔に注意するこ

とが大切です。

　乳歯の下には出番を待っている永久

歯があることを忘れないでください．

　〈6ヵ月前後〉　　　　　　　　　　　　　，＿＿

ヂ

δ
ノ
Z

，
玄

歯のはえ始めには個人差があります　永久歯

・
　
9
月
の
休
日
救
急
医

，
7
目
　
干
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）

　
　
　
　
唇
0
2
5
7
6
1
8
の
2
0
3
4
番

　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
γ

　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
3
の
2
1
1
1
番

一
1
4
日
　
水
沢
診
療
所
（
土
市
第
3
）

　
　
　
　
　
8
8
の
2
0
3
9
番

…
1
5
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）

一
（
敬
老
の
貝
）
　
8
2
の
3
2
7
6
番

一
2
1
日
　
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）

一
　
　
　
　
8
2
の
2
5
8
1
番

一
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

…
　
　
　
　
　
唇
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番

一
2
3
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

一
（
秋
分
の
日
）
　
盈
2
の
2
1
7
4
番

…
2
8
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）

皿
　
　
　
　
8
2
の
3
2
6
9
番
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ゆ
ず
り
ま
す

◆
8
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分

　　虫歯のないよい子
　7月の3歳児検診は、66人が受
検し、虫歯のないよい子は次の皆

さんでした。

・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

住　所 氏　　名 保護者

美雪町3 高橋武也 成　明

城之古 野村徳七 政　一

北新田3 阿部和行 一　夫

中条中町 波形和宏 利　幸

五軒新田 富沢理絵 茂

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ス
テ
レ
ォ
ク
ロ
ッ
ケ

（
ソ
ニ
ー
）

中
　
　
古

相
談
で

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
ホ
イ
ー
ル

（
シ
ビ
ッ
ク
用
四
本
）

中
　
　
古

一
万
円

8
ト
ラ
用
デ
ッ
キ

（
ソ
ニ
ー
）

〃

〃

木
製
食
器
棚

〃

相
談
で

二
人
用
食
卓

〃

一
万
三
千
円

木
製
ガ
ラ
ス
戸

〃

無
　
料

ス
　
テ
　
レ
　
オ

（
カ
ラ
オ
ケ
マ
イ
ク
付
V

〃

五
万
五
千
円

8
ト
ラ
デ
ッ
キ

（
テ
ー
プ
ー
0
本
付
）

〃

一
万
～

一
万
五
千
円

全
自
動
洗
濯
機

（
日
立
）

〃

相
談
で

ブ
　
ラ
　
ン
　
コ

（
二
人
の
り
白
V

〃

相
談
で

ホ
ン
ダ
チ
ェ
リ
ー

（
50
㏄
V

〃

〃

ホ
ン
ダ
カ
ブ

（
50
㏄
）

〃

一
万
五
千
円

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ダ
　
ッ
ト
サ
ン

（
1
5
0
0
㏄
4
9
年
型
）

〃

相
談
で

子
供
用
自
転
車

（
4
～
5
歳
女
子
）

中
　
古

相
談
で

育
児
相
談

3
歳
児
検
診
9
宋
月
＿
3
日

児1

歳
検6
力
診月
9
釜
月
＿
1 2

日

児び育
に児

検4学
力級

診月並

　9
呆月
＿24
　日

事
業
名
期
日

9
　
1
8
日

　　9錨舖錨
　　日

9
日

　9
蓼蓼

　日

9
館
日

～　　午

　後4　　　1
時　　時

　半

～午
後
2
　
1
時
時

～覆

輪

～午
　後
1　1
時時
半

受
付
時
間
会
場
名

中
条
公
民
館

下
条
公
民
館

穫
群
坂セ）
ン

十
日
町
公
民
館

水
沢
出
張
所

青勤
少労
年
ホ
1
ム

青勤
少労
年
ホ
1
ム

十
日
町
公
民
館

人月生
　ま後
　で12
　の　カ

れ～54
の11年

人月9
生月

人月生
ま後

で12

のカ

生52
れ年
の3
人月

生54
れ年
の3
人月

生55
れ年
の　5
人月

対
象
者

中
条
地
区

下
条
地
区

吉
田
地
区

地田箇川十
区・・治日
新大・町
座井六・

水
沢
地
区

全　　　　域

参
集
区
域

1歳6ヵ月児検診のみ検診通知書を送ります。

　　　　　　　（アンケート用紙）
個人通知がなくとも該当月のかたはおいで下さい。

備
考

○
・
・

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

r〔、

』ン

　
　
粘醐

　
　
赫
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昭
和
四
十
五
年
の
農
地
法
改
正
に

よ
っ
て
標
準
小
作
料
制
度
が
設
け
ら

れ
、
昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日
以
後

に
結
ば
れ
る
農
地
の
賃
貸
借
契
約
等

に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
の
定
め

る
標
準
小
作
料
を
目
安
と
し
て
、
貸

主
と
借
主
の
双
方
で
賃
貸
料
を
決
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
改
正
農
地
法
が

施
行
さ
れ
る
前
（
昭
和
四
十
五
年
九

月
三
十
日
以
前
）
に
結
ば
れ
た
賃
貸

借
契
約
等
に
つ
い
て
は
経
過
措
置
と

し
て
向
こ
う
十
年
間
統
制
小
作
料
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
最
高
統
制
額
が
、
今
年
九

月
三
十
日
で
期
限
が
切
れ
、
撤
廃
さ

れ
る
わ
け
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
今
年
十
月
一
日
以
降

は
貸
主
と
借
主
の
話
し
合
い
で
小
作

料
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
統
制
小
作
料
の
撤
廃
は

小
作
料
（
金
額
）
に
つ
い
て
の
規
制

が
な
く
な
る
と
い
う
だ
け
で
、
賃
貸

借
契
約
等
（
小
作
契
約
）
に
よ
る
権

利
は
消
滅
す
る
も
の
で
な
く
、
今
後

も
そ
の
効
力
は
継
続
さ
れ
て
ゆ
く
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
小
作

地
の
賃
貸
借
契
約
等
の
解
除
や
解
約

等
は
従
来
と
同
様
に
県
知
事
の
許
可

を
要
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
統
制
撤
廃
後
の
小
作
料
は
「
ど
の

位
が
適
当
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
決

　
　
　
の

め
た
ら
よ
い
か
、
ど
う
い
う
手
続
き

が
必
要
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

小
作
料
の
額
に
つ
い
て
は
農
業
委
員

会
で
決
め
て
い
る
標
準
小
作
料
を
一

つ
の
目
安
と
し
て
、
当
事
者
間
の
協

議
に
よ
り
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
標
準
小
作
料
は
三
年
ご
と

に
見
直
し
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
昭
和
五
十
五
年
度
中
に
は
現
行

標
準
小
作
料
（
五
十
二
年
度
か
ら
適

斯
寄
屡
藷
書
〃
霧
轟
蕎
用
”
を
・
T
マ
に

　
十
月
一
日
の
「
市
民
と
語
る
目
」

は
、
　
“
雪
の
克
服
と
利
用
”
と
い
う

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

〈於市役所
く午後3時～71

　
〔
雪
の
克
服
〕

●
交
通
体
制
確
保
の
課
題
！
除
雪

消
雪
、
防
雪
、
流
雪
な
ど
。

●
医
療
問
題
、
防
災
、
出
稼
ぎ
な
ど

生
活
確
保
の
た
め
の
課
題
。

●
地
域
開
発
な
ど
。

　
〔
雪
の
利
用
〕

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

●
雪
と
ス
ポ
ー
ツ

●
雪
と
観
光
開
発

　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
、
雪
国
の
特

有
の
問
題
や
課
題
は
多
く
あ
り
ま
す

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
検
討
、

討
議
す
る
場
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

　
個
人
、
グ
ル
ー
プ
を
問
い
ま
せ
ん

の
で
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
は
、
テ
1
マ
以
外
の

参
加
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
参
加

希
望
者
（
団
体
）
は
、
総
務
部
総
務

課
企
画
広
報
係
（
盈
七
－
三
一
一
一

番
内
線
二
三
六
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

用
）
が
改
訂
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
さ
き
の
第
九
十
一
国
会
で

農
地
法
の
一
部
が
改
正
（
十
月
一
日

施
行
）
さ
れ
、
小
作
料
に
つ
い
て

「
耕
作
者
の
経
営
の
安
定
に
支
障
を
生

じ
な
い
範
囲
内
」
に
お
い
て
、
農
業

委
員
会
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
は

一
部
物
納
等
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
点
に
つ
い
て
国
の
方
針
等
が

具
体
的
に
明
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
、
市

報
等
を
通
じ
て
、
お
知
ら
せ
い
た
し
、

ま
す
。

　
‘
事
‘
‘
；
毒
番
峯
●

「
親
切
・
清
潔
・
能
率
行
政

を
め
ざ
し
て
」

％
～
％
行
政
相
談
週
間

　
行
政
に
対
す
る
苦
情
・
要
望
創
意

見
を
お
持
ち
の
か
た
は
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

★
合
同
相
談

　
十
月
十
五
日
困
午
前
十
時
～
午
後

四
時
　
市
役
所
大
会
議
室
（
三
階
）

相
談
員
ー
行
政
相
談
員
、
市
行
政

相
談
員
、
市
役
所
各
課
担
当
者
。

★
定
例
相
談
…
…
毎
月
第
一
一
一
木
曜
日

　
市
役
所
市
民
相
談
室
に
て
。
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懸縫通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
1
新
座
中
央
線
－

　
国
道
一
一
七
号
線
（
本
町
七
丁
目

地
内
）
改
良
工
事
に
伴
う
樋
管
埋
設

の
た
め
、
市
道
新
座
中
央
線
（
国
道

取
付
部
分
）
が
十
月
一
日
困
～
十
月

二
十
日
㈲
ま
で
、
終
目
通
行
止
め
（
自

転
車
、
歩
行
者
は
除
く
）
と
な
り
ま

す
の
で
ご
協
力
く
F
．
」
さ
い
。

　
今
年
の
冷
夏
に
伴
い
、
農
作
物
に

大
き
な
被
害
が
で
て
い
ま
す
。
水
稲

の
推
定
作
況
指
数
は
八
十
六
で
、
被

害
額
は
三
億
五
千
万
円
、
畑
作
被
害

は
六
千
五
百
万
円
に
の
ぼ
る
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。
（
九
月
九
日
現
在
）

　
今
年
の
天
候
は
、
六
月
に
は
最
高
、

最
低
、
平
均
気
温
と
も
平
年
よ
り
も

高
く
、
稲
の
生
育
状
態
は
良
好
だ
っ

た
の
で
す
が
、
七
月
に
な
る
と
と
た

ん
に
天
候
が
悪
く
な
り
、
低
温
型

の
異
常
気
象
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に

か
け
て
葉
い
も
ち
が
異
常
発
生
し
ま

し
た
。
八
月
中
旬
に
一
次
も
り
か
え

　
　
給

国
道
一

通行止め箇所

》
七
号
線

、

＼

し
、
こ
の
間
に
出
穂
し
た
早
生
品
種

と
平
場
地
帯
の
こ
し
ひ
か
り
は
ま
ず

ま
ず
で
し
た
が
、
十
五
日
以
降
は
、

極
端
に
天
候
が
悪
化
し
、
低
温
、
多

雨
、
目
照
不
足
を
生
じ
、
こ
の
期
間

に
、
丁
度
出
穂
時
期
が
ぶ
つ
か
っ
た

地
帯
が
、
開
花
、
稔
実
に
大
き
な
影

響
を
受
け
、
特
に
、
高
位
地
帯
が
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
標
高
で

は
、
三
百
五
十
材
以
下
の
平
場
地
帯

に
は
、
被
害
は
余
り
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
標
高
の
高
い
鍬
柄
沢
、
当
p

間
、
珠
川
、
塩
ノ
又
、
枯
木
又
な
ど

の
山
間
地
帯
が
直
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
肥
型
の
稲
作
を
行
っ
た
所

　
　
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、

　
道
路
災
害
復
旧
工
事
の
た

め
、
九
月
十
八
日
5
鞠
月

九
日
ま
で
、
八
箇
峠
、
電

電
公
社
鉄
塔
の
下
、
約
六

十
材
が
通
行
止
め
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
の
通
り
抜
け
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
（
《

組
合
、
食
糧
事
務
所
と
連
絡
を
と
り

な
が
ら
、
八
月
十
一
日
、
二
十
六
日

九
月
六
目
、
九
日
と
現
地
調
査
を
行

い
被
害
状
況
の
把
握
に
つ
と
め
て
き

ま
し
た
が
、
よ
り
的
確
に
対
応
す
る

た
め
、
二
十
日
、
諸
里
市
長
を
本
部

長
と
す
る
「
十
日
町
市
農
作
物
冷
害

対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
対
策
本
部
は
、
市
、
農
協
、
食
糧

事
務
所
、
普
及
所
、
農
業
委
員
会
、

農
業
共
済
組
合
を
構
成
員
と
し
て
、

つ
ぎ
の
対
策
を
と
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

　
H
被
害
調
査
、
農
家
の
救
済
意
向

調
査
　
被
害
状
況
を
的
確
に
把
握
し

あ
わ
せ
て
、
被
害
農
家
の
希
望
に
そ

っ
た
救
済
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う

各
種
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
口
収
穫
期
の
技
術
指
導

＠
穂
い
も
ち
多
発
田
、
倒
伏
田
を
除

き
早
刈
り
を
し
な
い
こ
と
　
㈲
過
乾

燥
防
止
（
十
五
～
十
五
・
五
暮
）

＠
水
分
測
定
は
き
め
細
か
に
実
施
を

す
る
。
ω
乾
燥
籾
は
放
冷
後
調
整
す

る
。
回
整
粒
歩
合
を
目
標
七
十
五
都

以
上
に
す
る
。
ω
た
て
線
米
選
機
は

二
回
か
け
と
す
る
。

　
国
来
年
度
種
子
対
策

　
現
在
、
市
農
協
に
依
頼
し
て
種
子

の
確
保
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
四
天
災
融
資
制
度
の
適
用
要
請

　
損
失
農
家
に
対
し
て
、
低
利
の
経

営
資
金
が
融
通
で
き
る
よ
う
に
国
に

働
き
か
け
て
い
ま
す
．

　
国
市
単
独
低
利
融
資
制
度
の
制
定

　
異
常
気
象
に
よ
っ
て
損
失
を
受
け

た
農
家
に
対
し
て
、
市
単
独
の
低
利

融
資
制
度
を
設
け
ま
す
。

　
因
借
入
制
度
資
金
の
償
還
猶
予
措

置
　
農
業
近
代
化
資
金
な
ど
の
返
済

期
間
の
延
長
を
要
請
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　
㈲
農
業
共
済
資
金
の
早
期
支
払

　
共
済
金
の
概
算
払
い
を
行
い
、
早

期
支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
に

要
請
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　
囚
五
十
六
年
限
度
数
量
算
定
基
準

に
五
十
五
年
実
績
を
算
入
し
な
い
よ

う
に
考
慮

　
㈹
出
稼
対
策
、
救
農
土
木
対
策
を

検
討

　
対
策
本
部
の
事
務
局
は
、
農
林
課

農
業
振
興
係
（
盈
七
－
三
一
一
一
番

内
線
二
六
二
・
二
六
三
）
で
す
。
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十
目
町
市
の
観
光
は
、
今
ま
で
、

明
確
な
位
置
づ
け
を
さ
れ
ず
に
き
ま

し
た
が
、
高
速
交
通
時
代
を
迎
え
、

観
光
的
二
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
て
い

る
折
か
ら
、
こ
の
地
方
の
風
物
と
産

業
を
生
か
し
た
観
光
資
源
を
見
直
し
、

今
後
の
発
展
を
期
し
、
　
「
だ
れ
で
も

住
み
た
が
る
街
、
来
た
が
る
十
日
町
」

に
生
ま
れ
変
ら
せ
る
た
め
、
十
日
町

市
観
光
協
会
の
組
織
拡
充
を
行
い
、

現
在
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

名
称
　
十
日
町
市
観
光
協
会

入
会
金
　
団
体
会
員
　
二
万
円

　
事
業
所
会
員
　
三
千
円

　
個
人
会
員
　
千
円

申
込
み
　
九
月
三
十
日
ま
で
に
市
役

所
商
工
課
（
E
七
ー
三
二
一
番
内

線
二
六
六
）
へ
。

　
な
お
、
発
会
総
会
を
つ
ぎ
の
目
程

で
行
い
ま
す
。

日
時
　
十
月
十
三
目
　
午
後
三
時
～

場
所
　
市
商
工
会
議
所
四
階
ホ
ー
ル

会
費
　
二
千
円
（
当
日
会
場
で
）

記
念
講
演
　
　
「
高
速
交
通
体
系
に
対

応
し
た
観
光
」
立
教
大
学
社
会
学
部

観
光
学
科
　
教
授
　
前
田
勇
先
生

青少年ホーム
き
ま
す
。

を
深
め
、

り
友
情
を
育
て
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る

た
め
、
各
種
講
座
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
仲
間
を
誘
い
合
わ
せ
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

受
講
資
格
　
市
内
に
働
く
青
少
年

　
九
月
六
日
ω
午
後
一
時
か
ら
、
市
保

健
衛
生
課
主
催
に
よ
る
「
歯
み
が
き
教

室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
む
し
歯
予
防
の
た
め
、
ハ

ブ
ラ
シ
の
選
び
方
や
も
ち
方
、
歯
み
が

き
の
方
法
な
ど
約
七
十
人
の
参
加
者
が

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　　　　虫歯のないよい子

　8月の3歳児検診は45人が受検し、虫歯の

ないよい子は次の皆さんでした

　
　
　
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

　
　
五
十
五
年
度
後
期
教
養

集
講
座
生
を
募
集
し
て
い

募
ま
す
．

生
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、

講
余
暇
を
有
意
義
に
過
し

　
　
て
い
た
だ
く
た
め
の
施

受
設
で
・
市
内
に
働
く
青

　
　
少
年
で
あ
れ
ば
、
ど
な

　
　
た
で
も
無
料
で
利
用
で

　
ま
た
、
み
な
さ
ん
の
教
養

　
若
者
同
志
の
交
流
を
は
か

歯みがき教室開催

；灘難

講
座
名

曜
　
　
日

募
集
人
数

流
　
派

教
材
費

講
　
　
　
　
　
師

き
も
の

着
　
付

金
　
曜
　
目

十
五
名

長
沼
式

　
　
　
円

四
、
二
〇
〇

服
飾
専
門
学
校
（
先
生

茶
　
道

月
曜
　
日
十
五
名

宗
偏
流

二
、
四
〇
〇

徳
永
久
美
子
先
生

花
　
道

笹
、
三

　
　
木
曜
日

第
二
、
四

五
十
名

草
月
流

七
、
二
〇
〇

太
田
千
代
子
先
生

料
　
理

水
　
曜
　
日

二
十
名

四
、
二
〇
〇

服
飾
専
門
学
校
（
先
生

書
　
道

火
　
曜
　
日

二
十
名

教
材
持
参

半
間
　
正
先
生

開
講
期
間
　
●
き
も
の
着
付
、
茶
道
、

料
理
花
道
十
月
～
三
月
（
六
カ
月
）

●
書
道
…
－
十
月
～
二
月
（
五
ヵ
月
）

受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
実
費
負
担
）

申
込
み
締
切
り
　
十
月
十
目

　
詳
細
は
、
青
少
年
ホ
ー
ム
（
盈
七

1
八
九
一
八
番
）
、
公
民
館
（
奮
七
－

五
〇
二
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
教
養
講
座
の
ほ
か
に

ク
ラ
ブ
活
動
や
行
事
が
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

住　　所 氏　　　　名 保護者
尾　　崎 外山　　美香 米　一
五軒新田 高橋みゆき 裕　一

笹之沢 斉　　木　　　巧 伊勢松
山本　2 羽　　鳥　　　裕 重　男

峠 和田　　　麻美 順　　一

樽　　　沢 田村喜美子 恭　　二二

昭和町1 秋山　　裕美 良　平
四日町4 玉　　田　　　敦 幸　　男

田中町西　　小林　　恵子 賢　子

第14回市民スポーツ大会
　期日10月10日（体育の日）

認排　球◆中条中体育館
　　　　◆中学女子6人制
　　　　◆午前9時から
幽野球◆信濃川運動公園、青少年野外スポ
　　　　　ーツセンター
　　　　◆小学生の部、中学生の部
　　　　◆午前8時半から（雨天12日）
圃鷹　球◆信濃川運動公園（軟式）

　　　　城ケ丘市営コート（硬式）
　　　　◆中学生の部、一般の部（軟式）

　　　　一般の部（硬式）
　　　　◆午前9時から
圏寵球◆十日町中、西小、中条小
　　　　◆中学の部（男女）、一般の部（男女）

　　　　◆午前8時から
圃卓　球◆市民体育館
　　　　◆中学1年の部（男女）、中学2年の
　　　　部（男女）、一般の部（中学3年生以

　　　　上の男女〉
　　　　◆午前8時半から
幽陸　上◆十日町高校グラウンド（小雨決行）

　　　　◆小、中、一般の部

　　　　◆午前9時から
田体　操◆十日町高校体育館
　　　　◆中学生の部、高校一般の部
　　　　◆午前8時半から
囹バドミ◆10月12日実施
　ントン◆市民体育館
　　　　◆中学生の部、一般の部

　　　　◆午前9時から
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懸縫通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
1
新
座
中
央
線
－

　
国
道
一
一
七
号
線
（
本
町
七
丁
目

地
内
）
改
良
工
事
に
伴
う
樋
管
埋
設

の
た
め
、
市
道
新
座
中
央
線
（
国
道

取
付
部
分
）
が
十
月
一
日
困
～
十
月

二
十
日
㈲
ま
で
、
終
目
通
行
止
め
（
自

転
車
、
歩
行
者
は
除
く
）
と
な
り
ま

す
の
で
ご
協
力
く
F
．
」
さ
い
。

　
今
年
の
冷
夏
に
伴
い
、
農
作
物
に

大
き
な
被
害
が
で
て
い
ま
す
。
水
稲

の
推
定
作
況
指
数
は
八
十
六
で
、
被

害
額
は
三
億
五
千
万
円
、
畑
作
被
害

は
六
千
五
百
万
円
に
の
ぼ
る
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。
（
九
月
九
日
現
在
）

　
今
年
の
天
候
は
、
六
月
に
は
最
高
、

最
低
、
平
均
気
温
と
も
平
年
よ
り
も

高
く
、
稲
の
生
育
状
態
は
良
好
だ
っ

た
の
で
す
が
、
七
月
に
な
る
と
と
た

ん
に
天
候
が
悪
く
な
り
、
低
温
型

の
異
常
気
象
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に

か
け
て
葉
い
も
ち
が
異
常
発
生
し
ま

し
た
。
八
月
中
旬
に
一
次
も
り
か
え

　
　
給

国
道
一

通行止め箇所

》
七
号
線

、

＼

し
、
こ
の
間
に
出
穂
し
た
早
生
品
種

と
平
場
地
帯
の
こ
し
ひ
か
り
は
ま
ず

ま
ず
で
し
た
が
、
十
五
日
以
降
は
、

極
端
に
天
候
が
悪
化
し
、
低
温
、
多

雨
、
目
照
不
足
を
生
じ
、
こ
の
期
間

に
、
丁
度
出
穂
時
期
が
ぶ
つ
か
っ
た

地
帯
が
、
開
花
、
稔
実
に
大
き
な
影

響
を
受
け
、
特
に
、
高
位
地
帯
が
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
標
高
で

は
、
三
百
五
十
材
以
下
の
平
場
地
帯

に
は
、
被
害
は
余
り
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
標
高
の
高
い
鍬
柄
沢
、
当
p

間
、
珠
川
、
塩
ノ
又
、
枯
木
又
な
ど

の
山
間
地
帯
が
直
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
肥
型
の
稲
作
を
行
っ
た
所

　
　
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、

　
道
路
災
害
復
旧
工
事
の
た

め
、
九
月
十
八
日
5
鞠
月

九
日
ま
で
、
八
箇
峠
、
電

電
公
社
鉄
塔
の
下
、
約
六

十
材
が
通
行
止
め
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
の
通
り
抜
け
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
（
《

組
合
、
食
糧
事
務
所
と
連
絡
を
と
り

な
が
ら
、
八
月
十
一
日
、
二
十
六
日

九
月
六
目
、
九
日
と
現
地
調
査
を
行

い
被
害
状
況
の
把
握
に
つ
と
め
て
き

ま
し
た
が
、
よ
り
的
確
に
対
応
す
る

た
め
、
二
十
日
、
諸
里
市
長
を
本
部

長
と
す
る
「
十
日
町
市
農
作
物
冷
害

対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
対
策
本
部
は
、
市
、
農
協
、
食
糧

事
務
所
、
普
及
所
、
農
業
委
員
会
、

農
業
共
済
組
合
を
構
成
員
と
し
て
、

つ
ぎ
の
対
策
を
と
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

　
H
被
害
調
査
、
農
家
の
救
済
意
向

調
査
　
被
害
状
況
を
的
確
に
把
握
し

あ
わ
せ
て
、
被
害
農
家
の
希
望
に
そ

っ
た
救
済
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う

各
種
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
口
収
穫
期
の
技
術
指
導

＠
穂
い
も
ち
多
発
田
、
倒
伏
田
を
除

き
早
刈
り
を
し
な
い
こ
と
　
㈲
過
乾

燥
防
止
（
十
五
～
十
五
・
五
暮
）

＠
水
分
測
定
は
き
め
細
か
に
実
施
を

す
る
。
ω
乾
燥
籾
は
放
冷
後
調
整
す

る
。
回
整
粒
歩
合
を
目
標
七
十
五
都

以
上
に
す
る
。
ω
た
て
線
米
選
機
は

二
回
か
け
と
す
る
。

　
国
来
年
度
種
子
対
策

　
現
在
、
市
農
協
に
依
頼
し
て
種
子

の
確
保
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
四
天
災
融
資
制
度
の
適
用
要
請

　
損
失
農
家
に
対
し
て
、
低
利
の
経

営
資
金
が
融
通
で
き
る
よ
う
に
国
に

働
き
か
け
て
い
ま
す
．

　
国
市
単
独
低
利
融
資
制
度
の
制
定

　
異
常
気
象
に
よ
っ
て
損
失
を
受
け

た
農
家
に
対
し
て
、
市
単
独
の
低
利

融
資
制
度
を
設
け
ま
す
。

　
因
借
入
制
度
資
金
の
償
還
猶
予
措

置
　
農
業
近
代
化
資
金
な
ど
の
返
済

期
間
の
延
長
を
要
請
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　
㈲
農
業
共
済
資
金
の
早
期
支
払

　
共
済
金
の
概
算
払
い
を
行
い
、
早

期
支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
に

要
請
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　
囚
五
十
六
年
限
度
数
量
算
定
基
準

に
五
十
五
年
実
績
を
算
入
し
な
い
よ

う
に
考
慮

　
㈹
出
稼
対
策
、
救
農
土
木
対
策
を

検
討

　
対
策
本
部
の
事
務
局
は
、
農
林
課

農
業
振
興
係
（
盈
七
－
三
一
一
一
番

内
線
二
六
二
・
二
六
三
）
で
す
。
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十
目
町
市
の
観
光
は
、
今
ま
で
、

明
確
な
位
置
づ
け
を
さ
れ
ず
に
き
ま

し
た
が
、
高
速
交
通
時
代
を
迎
え
、

観
光
的
二
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
て
い

る
折
か
ら
、
こ
の
地
方
の
風
物
と
産

業
を
生
か
し
た
観
光
資
源
を
見
直
し
、

今
後
の
発
展
を
期
し
、
　
「
だ
れ
で
も

住
み
た
が
る
街
、
来
た
が
る
十
日
町
」

に
生
ま
れ
変
ら
せ
る
た
め
、
十
日
町

市
観
光
協
会
の
組
織
拡
充
を
行
い
、

現
在
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

名
称
　
十
日
町
市
観
光
協
会

入
会
金
　
団
体
会
員
　
二
万
円

　
事
業
所
会
員
　
三
千
円

　
個
人
会
員
　
千
円

申
込
み
　
九
月
三
十
日
ま
で
に
市
役

所
商
工
課
（
E
七
ー
三
二
一
番
内

線
二
六
六
）
へ
。

　
な
お
、
発
会
総
会
を
つ
ぎ
の
目
程

で
行
い
ま
す
。

日
時
　
十
月
十
三
目
　
午
後
三
時
～

場
所
　
市
商
工
会
議
所
四
階
ホ
ー
ル

会
費
　
二
千
円
（
当
日
会
場
で
）

記
念
講
演
　
　
「
高
速
交
通
体
系
に
対

応
し
た
観
光
」
立
教
大
学
社
会
学
部

観
光
学
科
　
教
授
　
前
田
勇
先
生

青少年ホーム
き
ま
す
。

を
深
め
、

り
友
情
を
育
て
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る

た
め
、
各
種
講
座
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
仲
間
を
誘
い
合
わ
せ
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

受
講
資
格
　
市
内
に
働
く
青
少
年

　
九
月
六
日
ω
午
後
一
時
か
ら
、
市
保

健
衛
生
課
主
催
に
よ
る
「
歯
み
が
き
教

室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
む
し
歯
予
防
の
た
め
、
ハ

ブ
ラ
シ
の
選
び
方
や
も
ち
方
、
歯
み
が

き
の
方
法
な
ど
約
七
十
人
の
参
加
者
が

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　　　　虫歯のないよい子

　8月の3歳児検診は45人が受検し、虫歯の

ないよい子は次の皆さんでした

　
　
　
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

　
　
五
十
五
年
度
後
期
教
養

集
講
座
生
を
募
集
し
て
い

募
ま
す
．

生
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、

講
余
暇
を
有
意
義
に
過
し

　
　
て
い
た
だ
く
た
め
の
施

受
設
で
・
市
内
に
働
く
青

　
　
少
年
で
あ
れ
ば
、
ど
な

　
　
た
で
も
無
料
で
利
用
で

　
ま
た
、
み
な
さ
ん
の
教
養

　
若
者
同
志
の
交
流
を
は
か

歯みがき教室開催

；灘難

講
座
名

曜
　
　
日

募
集
人
数

流
　
派

教
材
費

講
　
　
　
　
　
師

き
も
の

着
　
付

金
　
曜
　
目

十
五
名

長
沼
式

　
　
　
円

四
、
二
〇
〇

服
飾
専
門
学
校
（
先
生

茶
　
道

月
曜
　
日
十
五
名

宗
偏
流

二
、
四
〇
〇

徳
永
久
美
子
先
生

花
　
道

笹
、
三

　
　
木
曜
日

第
二
、
四

五
十
名

草
月
流

七
、
二
〇
〇

太
田
千
代
子
先
生

料
　
理

水
　
曜
　
日

二
十
名

四
、
二
〇
〇

服
飾
専
門
学
校
（
先
生

書
　
道

火
　
曜
　
日

二
十
名

教
材
持
参

半
間
　
正
先
生

開
講
期
間
　
●
き
も
の
着
付
、
茶
道
、

料
理
花
道
十
月
～
三
月
（
六
カ
月
）

●
書
道
…
－
十
月
～
二
月
（
五
ヵ
月
）

受
講
料
　
無
料
（
教
材
費
実
費
負
担
）

申
込
み
締
切
り
　
十
月
十
目

　
詳
細
は
、
青
少
年
ホ
ー
ム
（
盈
七

1
八
九
一
八
番
）
、
公
民
館
（
奮
七
－

五
〇
二
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
教
養
講
座
の
ほ
か
に

ク
ラ
ブ
活
動
や
行
事
が
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

住　　所 氏　　　　名 保護者
尾　　崎 外山　　美香 米　一
五軒新田 高橋みゆき 裕　一

笹之沢 斉　　木　　　巧 伊勢松
山本　2 羽　　鳥　　　裕 重　男

峠 和田　　　麻美 順　　一

樽　　　沢 田村喜美子 恭　　二二

昭和町1 秋山　　裕美 良　平
四日町4 玉　　田　　　敦 幸　　男

田中町西　　小林　　恵子 賢　子

第14回市民スポーツ大会
　期日10月10日（体育の日）

認排　球◆中条中体育館
　　　　◆中学女子6人制
　　　　◆午前9時から
幽野球◆信濃川運動公園、青少年野外スポ
　　　　　ーツセンター
　　　　◆小学生の部、中学生の部
　　　　◆午前8時半から（雨天12日）
圃鷹　球◆信濃川運動公園（軟式）

　　　　城ケ丘市営コート（硬式）
　　　　◆中学生の部、一般の部（軟式）

　　　　一般の部（硬式）
　　　　◆午前9時から
圏寵球◆十日町中、西小、中条小
　　　　◆中学の部（男女）、一般の部（男女）

　　　　◆午前8時から
圃卓　球◆市民体育館
　　　　◆中学1年の部（男女）、中学2年の
　　　　部（男女）、一般の部（中学3年生以

　　　　上の男女〉
　　　　◆午前8時半から
幽陸　上◆十日町高校グラウンド（小雨決行）

　　　　◆小、中、一般の部

　　　　◆午前9時から
田体　操◆十日町高校体育館
　　　　◆中学生の部、高校一般の部
　　　　◆午前8時半から
囹バドミ◆10月12日実施
　ントン◆市民体育館
　　　　◆中学生の部、一般の部

　　　　◆午前9時から
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灘
い

⑩
顛
ご

〈
調
査
票
が
お
宅
に
届
き
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
〉

　
十
月
一
日
の
国
勢
調
査
を
前
に
、

今
月
三
十
日
ま
で
調
査
員
が
皆
さ
ん

の
お
宅
に
調
査
票
の
配
布
に
回
っ
て

い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
調
査
員
か
ら

直
接
お
受
け
取
り
に
な
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
調
査
事
項
は
合
計
二
十

二
項
目
、
わ
ず
か
な
時
問
で
終
わ
り

ま
す
の
で
忘
れ
な
い
う
ち
に
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

内
容
を
ほ
か
に
も
ら
し
た
り
、
統
計

以
外
の
目
的
に
使
う
こ
と
は
固
く
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
あ
り

の
ま
ま
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

調
査
票
は
十
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で

の
間
に
調
査
員
が
取
集
め
に
伺
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
出
張
や
旅
行
を
計
画

さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
調
査
員
に
そ

の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
．
皆
さ
ん

ひ
と
り
ひ
と
り
の
協
力
が
明
日
の
日

本
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

〈
調
査
票
の
記
入
に
つ
い
て
〉

　
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
国
は
も
ち

ろ
ん
都
道
府
県
、
市
町
村
の
行
政
の

基
礎
と
な
り
、
集
計
は
「
光
学
式
マ

ー
ク
読
取
り
装
置
（
O
M
R
）
」
と

い
う
機
械
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
票
の
取
扱
い
や
記
入
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ω
調
査
票
の
取
扱
い

　
汚
し
た
り
、
折
っ
た
り
、
丸
め
た

り
、
破
損
さ
せ
た
り
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

⑭
調
査
票
に
記
入
す
る
際

　
黒
鉛
筆
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
答
え
を
マ
ー
ク
で
記
入
す
る
箇
所

は
、
ワ
ク
い
っ
ぱ
い
に
太
く
、
濃
く
、

は
っ
き
り
と
横
線
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

●
文
字
や
数
字
で
答
え
る
箇
所
は
点

線
の
ワ
ク
（
ロ
ロ
）
か
ら
は
み
出
さ

な
い
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
て
記
入
し
た
と
き
は
、
消
し

ゴ
ム
で
き
れ
い
に
消
し
て
く
だ
さ
い
。

＋
日
町
地
区

　
下
川
原
町
（
中
林
栄
松
）
　
本
町

六
の
三
（
大
島
栄
作
　
田
口
進
）

　
　
　
　

本
町
六
の
一
（
星
野
忠
男
　
佐
藤
正

彦
）
　
上
川
町
（
樋
口
新
一
）
　
本

町
六
の
二
（
大
島
勉
）
　
稲
荷
町
二

（
中
林
順
治
）
　
八
幡
田
町
（
平
野

喜
穫
）
　
西
本
町
二
（
関
口
良
作
）

西
本
町
一
（
斉
木
奥
太
郎
）
　
稲
荷

町
西
（
山
本
光
郎
）
　
稲
荷
町
三
の

北
（
村
山
博
）
　
稲
荷
町
三
本
通
り

（
阿
部
正
敏
）
　
稲
荷
町
四
（
酒
井

三
郎
）
　
千
代
田
町
（
塚
田
定
良
）

稲
荷
町
三
の
南
（
草
間
金
次
郎
）

稲
荷
町
三
の
東
・
旭
町
（
小
川
修
平
）

昭
和
町
四
（
小
林
丑
太
郎
）
　
稲
荷

町
一
（
羽
鳥
昭
三
）
　
本
町
五
（
川

崎
代
作
）
田
中
町
本
通
り
（
庭
野
雅

弘
　
中
林
勇
雄
）
　
田
中
町
東
（
樋

口
武
雄
）
　
田
中
町
四
（
佐
野
喜
市
）

本
町
四
（
関
口
英
夫
）
　
西
浦
町
東

（
丹
羽
富
蔵
）
　
西
浦
町
四
（
井
上

甲
次
）
　
駅
通
り
（
田
口
勝
）
　
丸

山
町
（
小
宮
山
浩
）
　
泉
町
（
柳
実
）

昭
和
町
三
（
二
瓶
哲
夫
）
　
加
賀
糸

屋
町
・
関
口
樋
口
町
（
田
村
孝
次
郎
）

本
町
三
（
蕪
木
孫
右
）
　
水
野
町
・

若
宮
町
（
中
林
元
平
）
　
神
明
町
（
渡

辺
幸
麿
V
　
西
寺
町
（
高
橋
治
作
）

七
軒
町
（
高
橋
健
一
）
　
高
田
町
一

（
関
口
正
道
）
　
昭
和
町
二
（
須
藤

正
男
）
　
高
田
町
二
（
徳
永
啓
吉
）

高
田
町
三
の
東
（
村
山
ハ
ル
イ
）

田
川
町
一
（
佐
藤
十
吉
）
　
田
川
町

二
（
庭
野
茂
樹
庭
野
敬
次
郎
）

田
川
町
三
（
田
口
清
司
池
田
辰
栄
）

川
原
町
（
小
海
義
輝
）
　
学
校
町
一

（
庭
野
清
三
）
　
学
校
町
二
（
湯
沢

澄
子
）
　
宮
下
町
東
（
牧
野
健
）

高
田
町
三
の
南
（
田
川
正
三
　
樋
口

昭
平
）
　
十
目
町
病
院
・
十
日
町
病

院
准
看
護
学
院
寮
（
韮
沢
道
行
）

栄
町
（
岩
田
正
吾
）
　
昭
和
町
一
（
小

杉
邦
子
V
　
袋
町
西
（
田
山
正
二

郎
）
　
袋
町
中
（
山
田
真
佐
栄
）

袋
町
東
（
西
方
貫
二
）
　
本
町
二
（
滝

沢
ヨ
ネ
）
　
諏
訪
町
（
佐
伯
忠
男
）

宮
下
町
西
（
小
野
塚
宏
一
）
　
本
町

東
一
（
田
村
猛
）
　
本
町
一
の
下
（
池

田
鉄
英
）
　
本
町
一
の
上
（
高
木
佐

五
郎
）
　
本
町
西
一
（
高
木
竹
司
）

高
田
町
三
の
西
（
小
宮
山
正
巳
）

島
（
春
日
勝
　
庭
野
島
三
郎
）
　
江

道
・
猿
倉
（
池
田
与
三
次
）
津
池
．

菅
沼
・
大
池
（
庭
野
栄
松
）
　
赤
倉

（
庭
野
六
郎
）

川
治
地
区

　
春
日
町
一
（
中
林
慶
次
）
　
春
日

町
二
（
柳
和
雄
）
　
寿
町
四
（
塩
川

好
司
）
　
桜
木
町
（
星
名
健
三
）

春
日
町
三
（
高
橋
萬
平
山
本
繁
麩

美
雪
町
三
（
酒
井
富
治
）
　
美
雪
町

一
・
二
（
田
山
親
貞
）
　
錦
町
一
（
阿

部
重
吉
）
　
錦
町
二
（
真
霜
勝
夫
）

高
田
町
四
（
高
橋
ヒ
サ
）
　
高
田
町

五
・
六
（
池
田
定
次
　
児
玉
正
男
）

高
山
第
四
（
村
山
実
）
　
高
山
第
二

（
岡
村
要
治
）
　
高
山
第
三
（
柳
ト

シ
）
　
寿
町
一
・
二
・
三
（
長
津
進
）

千
歳
町
（
樋
口
祐
司
）
　
山
本
町
四
．

五
（
桑
原
真
治
）
　
山
本
町
三
（
桶

沢
喜
市
）
　
山
本
町
二
（
桑
原
尚
生
）

山
本
町
一
（
渡
辺
嘉
平
）
　
川
治
下

町
一
（
村
山
辰
平
　
田
村
重
作
）

河
内
町
（
品
川
栄
一
）
　
妻
有
町
西

一
・
二
（
田
中
幹
夫
）
　
北
新
田
三

　
（
水
落
勇
）
　
城
之
古
東
町
・
塚
原

町
（
丸
山
勝
次
）
　
北
新
田
二
（
丸

山
利
文
）
　
北
新
田
一
（
和
田
勝
市

阿
部
正
一
）
　
城
之
古
第
三
（
佐
野

仙
治
）
　
城
之
古
第
一
（
高
橋
秀
雄
）

城
之
古
第
二
（
高
橋
映
吉
）
　
谷
内
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丑
第
一
（
水
落
良
栄
）
　
谷
内
丑
第

二
（
桑
原
秀
夫
）
　
川
治
下
町
第
二

（
竹
内
正
治
）
　
川
治
下
町
第
三
（
須

藤
彦
四
郎
）
　
川
治
内
後
（
徳
永
繁

夫
）
　
川
治
中
町
（
中
沢
林
平
）
川

治
上
町
（
遠
田
彰
平
　
長
津
高
吉
）

長
里
・
控
木
（
風
間
喜
則
）
　
落
之

水
（
斉
木
孝
允
）
　
池
之
平
・
孕
石

（
斉
木
浩
平
）
　
浅
之
平
・
笹
之
沢

（
服
部
竹
二
）
　
関
根
第
一
・
関
根

第
二
（
岡
村
徳
治
V

吉
田
地
区

　
北
鐙
坂
第
一
（
小
山
正
敏
〉
　
北

鐙
坂
第
二
（
太
田
享
）
　
北
鐙
坂
第

三
（
栗
林
鎌
一
V
　
南
鐙
坂
（
保
坂

久
一
　
保
坂
敬
治
）
　
高
島
第
一
（
佐

野
繁
喜
）
　
高
島
第
二
（
野
上
与

志
雄
）
　
樽
沢
（
春
日
重
一
）
　
鉢

ヨ
サ
を

灘
壌
～
．
謙

全国の市長を表敬訪問
　　　　長崎市吉岡光良さん
　12日の午後、長崎市の吉岡光良さん（7i

歳）がヒョッコリ市役所を訪れました。

雑貨問屋の経営を息子さんに委譲した‘

を機会に、全国の市長を訪問し、署名・

キャッチフレーズを書いてもらっていジ

のです。47年、49年と今回が3回目で、

全国674市を廻りつくします。

第
一
（
尾
身
和
夫
）
　
鉢
第
二
（
尾

身
ノ
ブ
）
中
手
（
水
内
茂
）
名

ケ
山
（
桑
原
熊
治
）
　
中
平
（
尾
身

昭
一
）
　
稲
葉
（
児
玉
幸
夫
　
柳
和

夫
）
　
吉
田
山
谷
（
柳
守
一
　
春
日

寅
吉
）
　
小
泉
第
一
（
丸
山
虎
嗣
）

小
泉
第
二
（
馬
場
辰
三
郎
）
　
小
泉

第
三
（
長
野
利
雄
）

中
条
地
区

　
尾
崎
（
小
川
芳
幸
）
　
五
軒
新
田

（
橋
本
泰
治
）
　
四
日
町
第
四
（
滝

沢
庄
三
）
　
四
日
町
第
三
（
滝
沢
正

芳
）
　
四
目
町
第
二
（
高
田
勝
之
・

小
海
正
徳
）
　
四
日
町
第
一
（
小
川

栄
松
　
池
田
栄
）
　
四
日
町
新
田
第

二
（
井
沢
寿
一
）
　
新
座
第
四
（
滝

沢
善
吉
　
村
山
正
平
）
　
新
座
第
三

　
（
越
井
武
男
　
越
村
栄
一
）
　
本
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨

　
　
　
　
8
　
。
の
と
る
　
、

七
丁
目
二
（
佐
藤
廣
英
　
高
橋
茂
）

三
和
町
（
田
村
昭
吾
）
　
四
日
町
新

田
第
三
（
樋
口
悟
郎
　
山
田
恭
次
郎
）

四
日
町
新
田
第
一
（
小
宮
山
金
午
）

四
日
町
新
田
第
四
（
樋
熊
三
次
）

南
新
田
町
（
丸
山
富
士
郎
）
　
本
町

七
丁
目
一
（
村
山
貢
　
金
子
重
信
）

新
座
第
二
（
中
島
勝
太
郎
　
樋
熊
茂

夫
）
　
新
座
第
一
（
鈴
木
義
長
　
大

久
保
彪
二
〉
　
中
条
病
院
（
渡
部
正

巳
）
　
北
原
（
池
田
一
雄
）
　
梅
沢

（
上
田
喜
一
郎
）
　
中
条
新
田
（
栗

林
巻
治
）
　
峠
（
福
島
健
文
）
　
中

条
島
（
小
泉
丑
松
　
金
沢
信
平
）

中
条
下
町
（
樋
熊
久
雄
）
　
中
条
中

町
（
和
田
安
治
　
峰
岸
福
一
）
　
背

戸
（
富
井
清
一
）
　
中
条
上
町
（
西

畔
昭
一
　
大
熊
喜
一
〉
　
中
条
旭
町

（
庭
野
武
一
　
和
田
潔
）
　
旭
ケ
丘

（
久
保
田
弘
文
　
中
村
美
代
治
）

上
原
（
佐
藤
福
次
　
大
熊
正
三
）

塚
田
・
八
幡
（
富
沢
伊
松
）
　
太
子

堂
（
小
宮
山
慶
一
）
　
中
条
市
之
沢

（
佐
藤
健
吉
）
　
轟
木
（
藤
木
公
栄
）

嘉
勝
・
焼
野
（
池
田
伊
勢
松
）
　
魚

之
田
川
（
大
津
一
雄
）
　
宇
田
ケ
沢
・

中
条
菅
沼
（
水
落
清
次
郎
）
　
山
新

田
・
小
貫
（
水
落
和
雄
）
　
東
枯
木

又
・
西
枯
木
又
（
当
重
益
郎
）
　
新

水
（
橋
本
介
左
工
門
）
　
蕨
平
・
上

田
原
（
西
山
熊
男
）
　
三
ツ
山
（
大

津
政
晴
）
　
池
谷
・
入
山
（
曾
根
昭

治
）下

条
地
区

　
新
光
寺
・
下
山
（
佐
藤
一
男
）

水
口
（
山
田
興
夫
）
　
新
保
（
小
川

峻
）
　
貝
ノ
川
（
小
林
鉄
雄
）
　
下

条
本
町
（
中
町
由
雄
）
　
為
永
（
村

山
栄
一
）
　
山
根
（
山
口
順
一
）

岩
野
（
生
越
任
男
　
水
落
昭
夫
）

下
条
中
央
通
り
（
渡
辺
吉
一
）
　
桑

原
・
野
田
・
蟹
沢
（
開
発
一
郎
）

廿
日
城
・
下
条
栄
町
（
大
渕
康
雄
）

原
（
樋
熊
盛
八
郎
）
　
山
際
（
水
落

武
）
　
上
新
田
第
三
（
水
落
和
男
）

上
新
田
第
二
（
関
由
昇
）
　
上
新
田

第
一
（
阿
部
栄
作
）
　
塩
野
（
樋
口

策
衛
）
　
願
入
（
水
落
孝
幸
）
　
仙

之
山
（
渡
辺
一
市
）
　
平
（
小
島
徹

男
）
　
漉
野
（
水
落
東
一
）
　
二
子

（
水
落
伊
一
）
　
慶
地
（
小
宮
山
達

男
）六

箇
地
区

　
中
村
（
小
杉
茂
）
　
六
箇
山
谷
・

麻
畑
（
柳
東
作
）
　
田
麦
（
福
崎
正

幸
）
　
ニ
ツ
屋
べ
俵
山
弘
）
　
船
坂

（
徳
永
義
雄
）
　
塩
ノ
又
（
桑
原
清
正
）

水
沢
地
区

　
鍬
柄
沢
（
桑
原
正
男
）
　
野
中

（
村
山
幸
史
）
　
池
沢
（
樋
口
徳
一
）

天
池
・
細
尾
・
福
崎
卯
三
郎
）
　
池

之
尻
・
漆
島
（
佐
藤
修
一
）
　
南
雲

（
桑
原
久
雄
）
　
大
石
（
島
田
重
臣
）

中
在
家
・
市
之
沢
（
樋
口
健
市
）

珠
洲
（
福
島
米
作
）
　
当
間
（
小
海

清
正
）
　
小
黒
沢
（
宮
沢
忠
男
）

大
黒
沢
第
一
（
井
口
重
利
）
　
大
黒

沢
第
ヒ
（
村
山
松
男
）
　
大
黒
沢
東

（
西
片
喜
章
　
高
橋
真
一
）
　
伊
達

第
一
（
宮
沢
壮
一
）
　
伊
達
第
二

（
根
津
満
男
）
　
伊
達
第
三
（
村
山
賢

一
）
　
伊
達
第
四
（
上
村
久
雄
）

新
宮
第
二
（
金
沢
貢
）
　
新
宮
第
一

（
村
山
昌
司
）
　
土
市
第
四
（
上
村

睦
男
）
　
土
市
第
一
（
富
井
良
通
）

土
市
第
三
（
保
坂
雅
男
）
　
土
市
第

二
（
大
口
武
四
郎
　
高
野
幹
夫
）

土
市
第
五
（
宮
沢
弘
）
　
幸
町
（
古

沢
明
）
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘

（
上
村
国
雄
）
　
姿
第
一
（
桜
沢
基
）

姿
第
二
（
保
坂
巌
）
　
安
養
寺
（
南

雲
興
一
）
　
太
田
島
第
二
（
上
村
重

行
）
　
太
田
島
第
三
（
上
村
剛
弘
）

太
田
島
第
一
（
金
沢
誠
一
）
　
馬
場

第
四
（
富
井
光
平
）
　
馬
場
第
一

（
富
井
一
男
）
　
馬
場
第
二
（
川
田
定

夫
）
　
馬
場
第
三
（
富
井
正
弘
）

水
沢
第
三
（
福
嶋
正
幸
）
　
水
沢
第

二
（
大
口
軍
一
）
　
水
沢
第
一
（
高

野
酉
三
）
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灘
い

⑩
顛
ご

〈
調
査
票
が
お
宅
に
届
き
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
〉

　
十
月
一
日
の
国
勢
調
査
を
前
に
、

今
月
三
十
日
ま
で
調
査
員
が
皆
さ
ん

の
お
宅
に
調
査
票
の
配
布
に
回
っ
て

い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
調
査
員
か
ら

直
接
お
受
け
取
り
に
な
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
調
査
事
項
は
合
計
二
十

二
項
目
、
わ
ず
か
な
時
問
で
終
わ
り

ま
す
の
で
忘
れ
な
い
う
ち
に
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

内
容
を
ほ
か
に
も
ら
し
た
り
、
統
計

以
外
の
目
的
に
使
う
こ
と
は
固
く
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
あ
り

の
ま
ま
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

調
査
票
は
十
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で

の
間
に
調
査
員
が
取
集
め
に
伺
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
出
張
や
旅
行
を
計
画

さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
調
査
員
に
そ

の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
．
皆
さ
ん

ひ
と
り
ひ
と
り
の
協
力
が
明
日
の
日

本
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

〈
調
査
票
の
記
入
に
つ
い
て
〉

　
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
国
は
も
ち

ろ
ん
都
道
府
県
、
市
町
村
の
行
政
の

基
礎
と
な
り
、
集
計
は
「
光
学
式
マ

ー
ク
読
取
り
装
置
（
O
M
R
）
」
と

い
う
機
械
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
票
の
取
扱
い
や
記
入
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ω
調
査
票
の
取
扱
い

　
汚
し
た
り
、
折
っ
た
り
、
丸
め
た

り
、
破
損
さ
せ
た
り
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

⑭
調
査
票
に
記
入
す
る
際

　
黒
鉛
筆
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
答
え
を
マ
ー
ク
で
記
入
す
る
箇
所

は
、
ワ
ク
い
っ
ぱ
い
に
太
く
、
濃
く
、

は
っ
き
り
と
横
線
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

●
文
字
や
数
字
で
答
え
る
箇
所
は
点

線
の
ワ
ク
（
ロ
ロ
）
か
ら
は
み
出
さ

な
い
よ
う
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
誤
っ
て
記
入
し
た
と
き
は
、
消
し

ゴ
ム
で
き
れ
い
に
消
し
て
く
だ
さ
い
。

＋
日
町
地
区

　
下
川
原
町
（
中
林
栄
松
）
　
本
町

六
の
三
（
大
島
栄
作
　
田
口
進
）

　
　
　
　

本
町
六
の
一
（
星
野
忠
男
　
佐
藤
正

彦
）
　
上
川
町
（
樋
口
新
一
）
　
本

町
六
の
二
（
大
島
勉
）
　
稲
荷
町
二

（
中
林
順
治
）
　
八
幡
田
町
（
平
野

喜
穫
）
　
西
本
町
二
（
関
口
良
作
）

西
本
町
一
（
斉
木
奥
太
郎
）
　
稲
荷

町
西
（
山
本
光
郎
）
　
稲
荷
町
三
の

北
（
村
山
博
）
　
稲
荷
町
三
本
通
り

（
阿
部
正
敏
）
　
稲
荷
町
四
（
酒
井

三
郎
）
　
千
代
田
町
（
塚
田
定
良
）

稲
荷
町
三
の
南
（
草
間
金
次
郎
）

稲
荷
町
三
の
東
・
旭
町
（
小
川
修
平
）

昭
和
町
四
（
小
林
丑
太
郎
）
　
稲
荷

町
一
（
羽
鳥
昭
三
）
　
本
町
五
（
川

崎
代
作
）
田
中
町
本
通
り
（
庭
野
雅

弘
　
中
林
勇
雄
）
　
田
中
町
東
（
樋

口
武
雄
）
　
田
中
町
四
（
佐
野
喜
市
）

本
町
四
（
関
口
英
夫
）
　
西
浦
町
東

（
丹
羽
富
蔵
）
　
西
浦
町
四
（
井
上

甲
次
）
　
駅
通
り
（
田
口
勝
）
　
丸

山
町
（
小
宮
山
浩
）
　
泉
町
（
柳
実
）

昭
和
町
三
（
二
瓶
哲
夫
）
　
加
賀
糸

屋
町
・
関
口
樋
口
町
（
田
村
孝
次
郎
）

本
町
三
（
蕪
木
孫
右
）
　
水
野
町
・

若
宮
町
（
中
林
元
平
）
　
神
明
町
（
渡

辺
幸
麿
V
　
西
寺
町
（
高
橋
治
作
）

七
軒
町
（
高
橋
健
一
）
　
高
田
町
一

（
関
口
正
道
）
　
昭
和
町
二
（
須
藤

正
男
）
　
高
田
町
二
（
徳
永
啓
吉
）

高
田
町
三
の
東
（
村
山
ハ
ル
イ
）

田
川
町
一
（
佐
藤
十
吉
）
　
田
川
町

二
（
庭
野
茂
樹
庭
野
敬
次
郎
）

田
川
町
三
（
田
口
清
司
池
田
辰
栄
）

川
原
町
（
小
海
義
輝
）
　
学
校
町
一

（
庭
野
清
三
）
　
学
校
町
二
（
湯
沢

澄
子
）
　
宮
下
町
東
（
牧
野
健
）

高
田
町
三
の
南
（
田
川
正
三
　
樋
口

昭
平
）
　
十
目
町
病
院
・
十
日
町
病

院
准
看
護
学
院
寮
（
韮
沢
道
行
）

栄
町
（
岩
田
正
吾
）
　
昭
和
町
一
（
小

杉
邦
子
V
　
袋
町
西
（
田
山
正
二

郎
）
　
袋
町
中
（
山
田
真
佐
栄
）

袋
町
東
（
西
方
貫
二
）
　
本
町
二
（
滝

沢
ヨ
ネ
）
　
諏
訪
町
（
佐
伯
忠
男
）

宮
下
町
西
（
小
野
塚
宏
一
）
　
本
町

東
一
（
田
村
猛
）
　
本
町
一
の
下
（
池

田
鉄
英
）
　
本
町
一
の
上
（
高
木
佐

五
郎
）
　
本
町
西
一
（
高
木
竹
司
）

高
田
町
三
の
西
（
小
宮
山
正
巳
）

島
（
春
日
勝
　
庭
野
島
三
郎
）
　
江

道
・
猿
倉
（
池
田
与
三
次
）
津
池
．

菅
沼
・
大
池
（
庭
野
栄
松
）
　
赤
倉

（
庭
野
六
郎
）

川
治
地
区

　
春
日
町
一
（
中
林
慶
次
）
　
春
日

町
二
（
柳
和
雄
）
　
寿
町
四
（
塩
川

好
司
）
　
桜
木
町
（
星
名
健
三
）

春
日
町
三
（
高
橋
萬
平
山
本
繁
麩

美
雪
町
三
（
酒
井
富
治
）
　
美
雪
町

一
・
二
（
田
山
親
貞
）
　
錦
町
一
（
阿

部
重
吉
）
　
錦
町
二
（
真
霜
勝
夫
）

高
田
町
四
（
高
橋
ヒ
サ
）
　
高
田
町

五
・
六
（
池
田
定
次
　
児
玉
正
男
）

高
山
第
四
（
村
山
実
）
　
高
山
第
二

（
岡
村
要
治
）
　
高
山
第
三
（
柳
ト

シ
）
　
寿
町
一
・
二
・
三
（
長
津
進
）

千
歳
町
（
樋
口
祐
司
）
　
山
本
町
四
．

五
（
桑
原
真
治
）
　
山
本
町
三
（
桶

沢
喜
市
）
　
山
本
町
二
（
桑
原
尚
生
）

山
本
町
一
（
渡
辺
嘉
平
）
　
川
治
下

町
一
（
村
山
辰
平
　
田
村
重
作
）

河
内
町
（
品
川
栄
一
）
　
妻
有
町
西

一
・
二
（
田
中
幹
夫
）
　
北
新
田
三

　
（
水
落
勇
）
　
城
之
古
東
町
・
塚
原

町
（
丸
山
勝
次
）
　
北
新
田
二
（
丸

山
利
文
）
　
北
新
田
一
（
和
田
勝
市

阿
部
正
一
）
　
城
之
古
第
三
（
佐
野

仙
治
）
　
城
之
古
第
一
（
高
橋
秀
雄
）

城
之
古
第
二
（
高
橋
映
吉
）
　
谷
内
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丑
第
一
（
水
落
良
栄
）
　
谷
内
丑
第

二
（
桑
原
秀
夫
）
　
川
治
下
町
第
二

（
竹
内
正
治
）
　
川
治
下
町
第
三
（
須

藤
彦
四
郎
）
　
川
治
内
後
（
徳
永
繁

夫
）
　
川
治
中
町
（
中
沢
林
平
）
川

治
上
町
（
遠
田
彰
平
　
長
津
高
吉
）

長
里
・
控
木
（
風
間
喜
則
）
　
落
之

水
（
斉
木
孝
允
）
　
池
之
平
・
孕
石

（
斉
木
浩
平
）
　
浅
之
平
・
笹
之
沢

（
服
部
竹
二
）
　
関
根
第
一
・
関
根

第
二
（
岡
村
徳
治
V

吉
田
地
区

　
北
鐙
坂
第
一
（
小
山
正
敏
〉
　
北

鐙
坂
第
二
（
太
田
享
）
　
北
鐙
坂
第

三
（
栗
林
鎌
一
V
　
南
鐙
坂
（
保
坂

久
一
　
保
坂
敬
治
）
　
高
島
第
一
（
佐

野
繁
喜
）
　
高
島
第
二
（
野
上
与

志
雄
）
　
樽
沢
（
春
日
重
一
）
　
鉢

ヨ
サ
を

灘
壌
～
．
謙

全国の市長を表敬訪問
　　　　長崎市吉岡光良さん
　12日の午後、長崎市の吉岡光良さん（7i

歳）がヒョッコリ市役所を訪れました。

雑貨問屋の経営を息子さんに委譲した‘

を機会に、全国の市長を訪問し、署名・

キャッチフレーズを書いてもらっていジ

のです。47年、49年と今回が3回目で、

全国674市を廻りつくします。

第
一
（
尾
身
和
夫
）
　
鉢
第
二
（
尾

身
ノ
ブ
）
中
手
（
水
内
茂
）
名

ケ
山
（
桑
原
熊
治
）
　
中
平
（
尾
身

昭
一
）
　
稲
葉
（
児
玉
幸
夫
　
柳
和

夫
）
　
吉
田
山
谷
（
柳
守
一
　
春
日

寅
吉
）
　
小
泉
第
一
（
丸
山
虎
嗣
）

小
泉
第
二
（
馬
場
辰
三
郎
）
　
小
泉

第
三
（
長
野
利
雄
）

中
条
地
区

　
尾
崎
（
小
川
芳
幸
）
　
五
軒
新
田

（
橋
本
泰
治
）
　
四
日
町
第
四
（
滝

沢
庄
三
）
　
四
日
町
第
三
（
滝
沢
正

芳
）
　
四
目
町
第
二
（
高
田
勝
之
・

小
海
正
徳
）
　
四
日
町
第
一
（
小
川

栄
松
　
池
田
栄
）
　
四
日
町
新
田
第

二
（
井
沢
寿
一
）
　
新
座
第
四
（
滝

沢
善
吉
　
村
山
正
平
）
　
新
座
第
三

　
（
越
井
武
男
　
越
村
栄
一
）
　
本
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨

　
　
　
　
8
　
。
の
と
る
　
、

七
丁
目
二
（
佐
藤
廣
英
　
高
橋
茂
）

三
和
町
（
田
村
昭
吾
）
　
四
日
町
新

田
第
三
（
樋
口
悟
郎
　
山
田
恭
次
郎
）

四
日
町
新
田
第
一
（
小
宮
山
金
午
）

四
日
町
新
田
第
四
（
樋
熊
三
次
）

南
新
田
町
（
丸
山
富
士
郎
）
　
本
町

七
丁
目
一
（
村
山
貢
　
金
子
重
信
）

新
座
第
二
（
中
島
勝
太
郎
　
樋
熊
茂

夫
）
　
新
座
第
一
（
鈴
木
義
長
　
大

久
保
彪
二
〉
　
中
条
病
院
（
渡
部
正

巳
）
　
北
原
（
池
田
一
雄
）
　
梅
沢

（
上
田
喜
一
郎
）
　
中
条
新
田
（
栗

林
巻
治
）
　
峠
（
福
島
健
文
）
　
中

条
島
（
小
泉
丑
松
　
金
沢
信
平
）

中
条
下
町
（
樋
熊
久
雄
）
　
中
条
中

町
（
和
田
安
治
　
峰
岸
福
一
）
　
背

戸
（
富
井
清
一
）
　
中
条
上
町
（
西

畔
昭
一
　
大
熊
喜
一
〉
　
中
条
旭
町

（
庭
野
武
一
　
和
田
潔
）
　
旭
ケ
丘

（
久
保
田
弘
文
　
中
村
美
代
治
）

上
原
（
佐
藤
福
次
　
大
熊
正
三
）

塚
田
・
八
幡
（
富
沢
伊
松
）
　
太
子

堂
（
小
宮
山
慶
一
）
　
中
条
市
之
沢

（
佐
藤
健
吉
）
　
轟
木
（
藤
木
公
栄
）

嘉
勝
・
焼
野
（
池
田
伊
勢
松
）
　
魚

之
田
川
（
大
津
一
雄
）
　
宇
田
ケ
沢
・

中
条
菅
沼
（
水
落
清
次
郎
）
　
山
新

田
・
小
貫
（
水
落
和
雄
）
　
東
枯
木

又
・
西
枯
木
又
（
当
重
益
郎
）
　
新

水
（
橋
本
介
左
工
門
）
　
蕨
平
・
上

田
原
（
西
山
熊
男
）
　
三
ツ
山
（
大

津
政
晴
）
　
池
谷
・
入
山
（
曾
根
昭

治
）下

条
地
区

　
新
光
寺
・
下
山
（
佐
藤
一
男
）

水
口
（
山
田
興
夫
）
　
新
保
（
小
川

峻
）
　
貝
ノ
川
（
小
林
鉄
雄
）
　
下

条
本
町
（
中
町
由
雄
）
　
為
永
（
村

山
栄
一
）
　
山
根
（
山
口
順
一
）

岩
野
（
生
越
任
男
　
水
落
昭
夫
）

下
条
中
央
通
り
（
渡
辺
吉
一
）
　
桑

原
・
野
田
・
蟹
沢
（
開
発
一
郎
）

廿
日
城
・
下
条
栄
町
（
大
渕
康
雄
）

原
（
樋
熊
盛
八
郎
）
　
山
際
（
水
落

武
）
　
上
新
田
第
三
（
水
落
和
男
）

上
新
田
第
二
（
関
由
昇
）
　
上
新
田

第
一
（
阿
部
栄
作
）
　
塩
野
（
樋
口

策
衛
）
　
願
入
（
水
落
孝
幸
）
　
仙

之
山
（
渡
辺
一
市
）
　
平
（
小
島
徹

男
）
　
漉
野
（
水
落
東
一
）
　
二
子

（
水
落
伊
一
）
　
慶
地
（
小
宮
山
達

男
）六

箇
地
区

　
中
村
（
小
杉
茂
）
　
六
箇
山
谷
・

麻
畑
（
柳
東
作
）
　
田
麦
（
福
崎
正

幸
）
　
ニ
ツ
屋
べ
俵
山
弘
）
　
船
坂

（
徳
永
義
雄
）
　
塩
ノ
又
（
桑
原
清
正
）

水
沢
地
区

　
鍬
柄
沢
（
桑
原
正
男
）
　
野
中

（
村
山
幸
史
）
　
池
沢
（
樋
口
徳
一
）

天
池
・
細
尾
・
福
崎
卯
三
郎
）
　
池

之
尻
・
漆
島
（
佐
藤
修
一
）
　
南
雲

（
桑
原
久
雄
）
　
大
石
（
島
田
重
臣
）

中
在
家
・
市
之
沢
（
樋
口
健
市
）

珠
洲
（
福
島
米
作
）
　
当
間
（
小
海

清
正
）
　
小
黒
沢
（
宮
沢
忠
男
）

大
黒
沢
第
一
（
井
口
重
利
）
　
大
黒

沢
第
ヒ
（
村
山
松
男
）
　
大
黒
沢
東

（
西
片
喜
章
　
高
橋
真
一
）
　
伊
達

第
一
（
宮
沢
壮
一
）
　
伊
達
第
二

（
根
津
満
男
）
　
伊
達
第
三
（
村
山
賢

一
）
　
伊
達
第
四
（
上
村
久
雄
）

新
宮
第
二
（
金
沢
貢
）
　
新
宮
第
一

（
村
山
昌
司
）
　
土
市
第
四
（
上
村

睦
男
）
　
土
市
第
一
（
富
井
良
通
）

土
市
第
三
（
保
坂
雅
男
）
　
土
市
第

二
（
大
口
武
四
郎
　
高
野
幹
夫
）

土
市
第
五
（
宮
沢
弘
）
　
幸
町
（
古

沢
明
）
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘

（
上
村
国
雄
）
　
姿
第
一
（
桜
沢
基
）

姿
第
二
（
保
坂
巌
）
　
安
養
寺
（
南

雲
興
一
）
　
太
田
島
第
二
（
上
村
重

行
）
　
太
田
島
第
三
（
上
村
剛
弘
）

太
田
島
第
一
（
金
沢
誠
一
）
　
馬
場

第
四
（
富
井
光
平
）
　
馬
場
第
一

（
富
井
一
男
）
　
馬
場
第
二
（
川
田
定

夫
）
　
馬
場
第
三
（
富
井
正
弘
）

水
沢
第
三
（
福
嶋
正
幸
）
　
水
沢
第

二
（
大
口
軍
一
）
　
水
沢
第
一
（
高

野
酉
三
）
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十
目
町
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

高
額
療
養
費
支
給
制
度
に
、
受
領
委

任
払
制
度
を
十
月
診
療
分
か
ら
実
施

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
最
近
の
疾
病
の

複
雑
化
に
よ
り
医
療
が
高
度
化
し
、

国
保
被
保
険
者
の
中
に
は
、
一
部
負

担
金
の
う
ち
高
額
療
養
費
に
相
当
す

る
医
療
費
の
支
払
い
の
困
難
な
世
帯

が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ

れ
ら
の
世
帯
を
救
済
し
て
生
活
の
安

定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
、
そ
の
世
帯
主
が
市
か
ら
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
高
額
療
養
費
の
受
領

の
権
限
を
医
療
機
関
に
委
任
す
る
も

の
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
一
ヵ
月
の
医
療
費
の

額
が
百
万
円
か
か
っ
た
場
合
、
現
行

の
制
度
で
は
、
一
部
負
担
金
（
三
割

分
）
三
十
万
円
を
医
療
機
関
の
窓
口

に
支
払
う
と
、
診
療
を
受
け
た
月
の

ニ
ヵ
月
後
に
三
万
九
千
円
を
超
え
た

分
の
二
十
六
万
一
千
円
が
高
額
療
養

費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
任
払
い
は
、
医
療
機
関
の
同
意
と

市
の
承
認
が
あ
れ
ば
、
そ
の
高
額
療

養
費
相
当
分
を
市
が
直
接
医
療
機
関

に
支
払
い
ま
す
の
で
、
そ
の
世
帯
で

は
、
三
万
九
千
円
を
医
療
機
関
に
支

払
っ
て
い
た
だ
く
だ
け
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
医
師
会
や
各
医
療

機
関
の
協
力
の
も
と
で
、
市
の
責
任

に
お
い
て
行
う
も
の
で
す
が
、
高
額

療
養
費
支
給
制
度
の
特
例
措
置
と
し

て
実
施
す
る
も
の
で
す
の
で
、
一
部

負
担
金
の
う
ち
三
万
九
千
円
以
上
の

高
額
療
養
費
に
相
当
す
る
医
療
費
の

支
払
い
が
困
難
な
た
め
納
め
ら
れ
な

い
場
合
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
申
請
手
続
き
な
ど
詳
細
は
、
保
健

衛
生
課
国
保
係
（
盈
七
－
三
二
一

番
内
線
二
一
〇
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

圏
危
険
物
取
扱
者
試
験
実
施

　
県
で
は
、
消
防
法
の
規
定
に
基
づ

く
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
つ
ぎ
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

種
類

　
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
全
類
）

　
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

期
日

　
十
一
月
十
六
日
㈲
　
丙
種
は
午
前

九
時
三
十
分
～
午
前
十
一
時
ま
で
．

乙
種
は
午
前
九
時
三
十
分
～
午
前
十

一
時
三
十
分
ま
で
。

会
場

　
小
千
谷
西
高
等
学
校
（
小
千
谷
市

城
内
三
）
　
長
岡
工
業
高
等
学
校
（
長

岡
市
幸
町
）
　
城
東
中
学
校
（
上
越

市
本
城
町
四
～
六
〇
）

受
験
資
格

　
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
は
製
造

所
等
に
お
い
て
危
険
物
取
扱
い
の
実

務
経
験
六
ヵ
月
以
上
有
す
る
人
。

　
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
は
実
務

経
験
が
な
く
と
も
よ
い
。

手
数
料

　
乙
種
　
二
千
円

　
丙
種
　
千
六
百
円

受
付
期
間

　
十
月
十
七
日
囲
～
十
月
二
十
三
日

困
ま
で
。

願
書
の
提
出
先

　
〒
九
五
一
　
新
潟
市
学
校
町
通
一

番
町
　
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課

危
険
物
係
あ
て
。

そ
の
他

　
願
書
は
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
不
明
な
点

は
、
消
防
本
部
予
防
課
（
奮
七
ー
一

五
五
五
番
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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準
備
講
習
会
も
開
催
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県
で
は
、
十
一
月
十
六
日
に
実
施

す
る
「
危
険
物
取
扱
者
試
験
」
に
備
え

た
受
験
準
備
講
習
会
を
、
つ
ぎ
の
要

項
で
開
催
し
ま
す
。

期
日
　
十
月
二
十
三
日
困
～
二
十
四

日
囲

会
場
　
塩
沢
町
南
魚
沼
高
等
職
業
訓

練
校

受
講
料

　
危
険
物
協
会
員
　
二
千
円

　
非
協
会
員
　
四
千
円

申
込
み
期
間

　
受
講
希
望
者
は
、
講
習
日
の
七
日

前
ま
で
に
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予

防
課
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

台
『
か

集
マ
も

ガ
”
壕
・
鑑

マ
す

鳥
．

0

⇔
⑧
⇔
⇔
⇔

．
灘
欝
響

　
二
年
目
を
迎
え
た
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
金
の
納
付
状
況
は
、
八
月

末
日
現
在
調
定
額
四
千
四
百
二
十
二

万
円
、
納
付
額
二
千
四
百
三
十
二
万

円
、
収
納
率
五
十
五
暫
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
昨
年
同
期
と
の
比
較
を
見
ま
す
と
、

調
定
額
、
納
付
額
、
収
納
率
と
も
大

幅
に
ダ
ウ
ン
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年

度
は
多
数
の
か
た
か
ら
五
年
分
を
一

括
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
五
十

四
年
度
分
を
前
納
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
大
き
な
理
由
で
す
。

　
本
年
度
第
二
期
分
の
納
期
は
、
九

月
三
十
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
つ

ご
う
で
ま
だ
未
納
に
な
っ
て
い
る
か

た
は
、
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
三
百
名
の
か
た
か
ら
預
金

口
座
か
ら
の
振
替
納
付
制
度
を
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
納
付
を

忘
れ
た
り
、
わ
ざ
わ
ざ
金
融
機
関
や

市
役
所
に
出
向
か
な
く
と
も
よ
い
、

こ
の
制
度
の
利
用
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
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●
あ
な
た
の
写
真
が
本
に
な
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
博
物
館
及
び
博
物
館
友
の
会
で
は
、
今
度
、
写
真
集
『
明
治
・

大
正
・
昭
和
の
十
日
町
』
　
（
仮
題
）
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
人
々
の
あ
ゆ
ん
だ
道
が
、
人
々
の
心
の
中
か
ら
消
え
て
し

ま
っ
て
は
、
明
日
の
方
向
を
さ
ぐ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
郷
土
の
記
録
を
残
そ
う
と
、
こ
の
企
画
を
し
ま
し
た
。
ど
う

か
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
や
職
場
で
ね
む
っ
て
い
る
ア
ル
バ
ム
を
め

く
っ
て
、
こ
の
地
域
の
昔
の
写
真
を
さ
が
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
☆
明
治
．
大
正
．
昭
和
（
三
十
年
代
　
　
　
な
ら
何
で
も
け
っ
こ
う
で
す
．

　
　
ま
で
）
の
写
真
で
、
こ
の
地
域
の
　
　
　
〈
例
〉
髪
型
、
着
物
、
家
の
中
の

　
　
よ
う
す
や
く
ら
し
が
わ
か
る
も
の
　
　
　
よ
う
す
。
戦
中
戦
後
の
く
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
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●博物館資料ありがとうございました
　　　　　　　　　　　〈55年5－月～8月分〉

　
　
年
中
行
事
、

　
　
農
業
、
　
　
　
　
　
　
　
建
造

　
　
物
、
記
念
行
事
、
風
景
な
ど
．

☆
写
真
に
は
、
撮
影
年
代
、
説
明
、

　
所
有
者
住
所
氏
名
を
つ
け
て
下
さ

　
い
。

☆
写
真
を
お
ゆ
ず
り
で
き
な
い
場
合

　
は
、
複
写
し
ま
す
の
で
お
貸
し
下

　
さ
い
。

☆
写
真
の
選
択
は
、
博
物
館
友
の
会

宮
沢
マ
ス
（
小
黒
沢
）

阿
部
キ
ヨ
ノ
（
本
町
七
ー
二
）

中
林
順
治
（
稲
荷
町
二
）

仲
　
ケ
フ
（
宮
下
町
西
）

渡
辺
直
次
（
宮
下
町
東
）

涌
井
清
策
（
高
島
）

川
西
町
史
編
さ
ん
室

村
山
美
保
（
新
宮
二
）

群
馬
県
立
歴
史
博
物
館

群
馬
県
立
博
物
館

豊
栄
市
役
所

新
潟
県
美
術
博
物
館

長
岡
市
立
科
学
博
物
館

水
原
町
教
育
委
員
会

佐
藤
　
栄
（
川
口
町
V

新
発
田
市
教
育
委
員
会

大
島
　
進
（
本
町
六
）

柳
　
金
蔵
（
北
鐙
坂
）

栗
林
　
登
（
北
鐙
坂
）

　
　
子
ど
も
の
遊
び
、

機
お
り
、
商
業
、

大
万
書
店
（
本
町
二
）

須
藤
彦
四
郎
（
川
治
下
町
）

吉
田
山
谷
部
落

相
崎
徳
三
郎
（
稲
葉
）

江
村
ト
キ
（
中
手
）

島
田
伴
市
郎
（
川
治
中
町
）

日
本
常
民
文
化
研
究
所

赤
沢
計
真
（
新
潟
市
）

佐
藤
　
蕃

阿
部
守
男

庭
野
徳
治

橋
本
秀
治

樋
口
春
生

近
藤
　
豊

村
山
兼
吉

（
当
間
）

（
中
条
上
町
）

（
小
貫
）

（
新
水
）

（
宮
下
町
西
）

（
下
条
中
央
通
り
）

（
為
永
）

　
　
新
潟
県
教
育
委
員
会

　
　
庭
野
三
二
三
（
新
座
）

　
　
下
条
下
組

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
に
一
任
下
さ
い
．

　
送
下
さ
い
。
都
合
わ
る
い
場
合
は

　
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
参
上
し
ま
す
。

☆
写
真
は
、
で
き
れ
ば
持
参
又
は
郵

☆
十
二
月
こ
ろ
ま
で
に
お
願
い
し
ま

　
す
。

☆
連
絡
先
は
、
十
日
町
市
博
物
館

　
（
市
内
西
本
町
一
・
電
話
七
－
五

　
五
三
一
番
）
で
す
。
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十
目
町
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

高
額
療
養
費
支
給
制
度
に
、
受
領
委

任
払
制
度
を
十
月
診
療
分
か
ら
実
施

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
最
近
の
疾
病
の

複
雑
化
に
よ
り
医
療
が
高
度
化
し
、

国
保
被
保
険
者
の
中
に
は
、
一
部
負

担
金
の
う
ち
高
額
療
養
費
に
相
当
す

る
医
療
費
の
支
払
い
の
困
難
な
世
帯

が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ

れ
ら
の
世
帯
を
救
済
し
て
生
活
の
安

定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
、
そ
の
世
帯
主
が
市
か
ら
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
高
額
療
養
費
の
受
領

の
権
限
を
医
療
機
関
に
委
任
す
る
も

の
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
一
ヵ
月
の
医
療
費
の

額
が
百
万
円
か
か
っ
た
場
合
、
現
行

の
制
度
で
は
、
一
部
負
担
金
（
三
割

分
）
三
十
万
円
を
医
療
機
関
の
窓
口

に
支
払
う
と
、
診
療
を
受
け
た
月
の

ニ
ヵ
月
後
に
三
万
九
千
円
を
超
え
た

分
の
二
十
六
万
一
千
円
が
高
額
療
養

費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
任
払
い
は
、
医
療
機
関
の
同
意
と

市
の
承
認
が
あ
れ
ば
、
そ
の
高
額
療

養
費
相
当
分
を
市
が
直
接
医
療
機
関

に
支
払
い
ま
す
の
で
、
そ
の
世
帯
で

は
、
三
万
九
千
円
を
医
療
機
関
に
支

払
っ
て
い
た
だ
く
だ
け
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
医
師
会
や
各
医
療

機
関
の
協
力
の
も
と
で
、
市
の
責
任

に
お
い
て
行
う
も
の
で
す
が
、
高
額

療
養
費
支
給
制
度
の
特
例
措
置
と
し

て
実
施
す
る
も
の
で
す
の
で
、
一
部

負
担
金
の
う
ち
三
万
九
千
円
以
上
の

高
額
療
養
費
に
相
当
す
る
医
療
費
の

支
払
い
が
困
難
な
た
め
納
め
ら
れ
な

い
場
合
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
申
請
手
続
き
な
ど
詳
細
は
、
保
健

衛
生
課
国
保
係
（
盈
七
－
三
二
一

番
内
線
二
一
〇
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

圏
危
険
物
取
扱
者
試
験
実
施

　
県
で
は
、
消
防
法
の
規
定
に
基
づ

く
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
つ
ぎ
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

種
類

　
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
全
類
）

　
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

期
日

　
十
一
月
十
六
日
㈲
　
丙
種
は
午
前

九
時
三
十
分
～
午
前
十
一
時
ま
で
．

乙
種
は
午
前
九
時
三
十
分
～
午
前
十

一
時
三
十
分
ま
で
。

会
場

　
小
千
谷
西
高
等
学
校
（
小
千
谷
市

城
内
三
）
　
長
岡
工
業
高
等
学
校
（
長

岡
市
幸
町
）
　
城
東
中
学
校
（
上
越

市
本
城
町
四
～
六
〇
）

受
験
資
格

　
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
は
製
造

所
等
に
お
い
て
危
険
物
取
扱
い
の
実

務
経
験
六
ヵ
月
以
上
有
す
る
人
。

　
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
は
実
務

経
験
が
な
く
と
も
よ
い
。

手
数
料

　
乙
種
　
二
千
円

　
丙
種
　
千
六
百
円

受
付
期
間

　
十
月
十
七
日
囲
～
十
月
二
十
三
日

困
ま
で
。

願
書
の
提
出
先

　
〒
九
五
一
　
新
潟
市
学
校
町
通
一

番
町
　
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課

危
険
物
係
あ
て
。

そ
の
他

　
願
書
は
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
不
明
な
点

は
、
消
防
本
部
予
防
課
（
奮
七
ー
一

五
五
五
番
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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県
で
は
、
十
一
月
十
六
日
に
実
施

す
る
「
危
険
物
取
扱
者
試
験
」
に
備
え

た
受
験
準
備
講
習
会
を
、
つ
ぎ
の
要

項
で
開
催
し
ま
す
。

期
日
　
十
月
二
十
三
日
困
～
二
十
四

日
囲

会
場
　
塩
沢
町
南
魚
沼
高
等
職
業
訓

練
校

受
講
料

　
危
険
物
協
会
員
　
二
千
円

　
非
協
会
員
　
四
千
円

申
込
み
期
間

　
受
講
希
望
者
は
、
講
習
日
の
七
日

前
ま
で
に
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予

防
課
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

台
『
か

集
マ
も

ガ
”
壕
・
鑑

マ
す

鳥
．

0

⇔
⑧
⇔
⇔
⇔

．
灘
欝
響

　
二
年
目
を
迎
え
た
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
金
の
納
付
状
況
は
、
八
月

末
日
現
在
調
定
額
四
千
四
百
二
十
二

万
円
、
納
付
額
二
千
四
百
三
十
二
万

円
、
収
納
率
五
十
五
暫
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
昨
年
同
期
と
の
比
較
を
見
ま
す
と
、

調
定
額
、
納
付
額
、
収
納
率
と
も
大

幅
に
ダ
ウ
ン
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年

度
は
多
数
の
か
た
か
ら
五
年
分
を
一

括
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
五
十

四
年
度
分
を
前
納
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
大
き
な
理
由
で
す
。

　
本
年
度
第
二
期
分
の
納
期
は
、
九

月
三
十
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
つ

ご
う
で
ま
だ
未
納
に
な
っ
て
い
る
か

た
は
、
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
三
百
名
の
か
た
か
ら
預
金

口
座
か
ら
の
振
替
納
付
制
度
を
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
納
付
を

忘
れ
た
り
、
わ
ざ
わ
ざ
金
融
機
関
や

市
役
所
に
出
向
か
な
く
と
も
よ
い
、

こ
の
制
度
の
利
用
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
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●
あ
な
た
の
写
真
が
本
に
な
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
博
物
館
及
び
博
物
館
友
の
会
で
は
、
今
度
、
写
真
集
『
明
治
・

大
正
・
昭
和
の
十
日
町
』
　
（
仮
題
）
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
人
々
の
あ
ゆ
ん
だ
道
が
、
人
々
の
心
の
中
か
ら
消
え
て
し

ま
っ
て
は
、
明
日
の
方
向
を
さ
ぐ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
郷
土
の
記
録
を
残
そ
う
と
、
こ
の
企
画
を
し
ま
し
た
。
ど
う

か
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
や
職
場
で
ね
む
っ
て
い
る
ア
ル
バ
ム
を
め

く
っ
て
、
こ
の
地
域
の
昔
の
写
真
を
さ
が
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
☆
明
治
．
大
正
．
昭
和
（
三
十
年
代
　
　
　
な
ら
何
で
も
け
っ
こ
う
で
す
．

　
　
ま
で
）
の
写
真
で
、
こ
の
地
域
の
　
　
　
〈
例
〉
髪
型
、
着
物
、
家
の
中
の

　
　
よ
う
す
や
く
ら
し
が
わ
か
る
も
の
　
　
　
よ
う
す
。
戦
中
戦
後
の
く
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
w
鳩

●博物館資料ありがとうございました
　　　　　　　　　　　〈55年5－月～8月分〉

　
　
年
中
行
事
、

　
　
農
業
、
　
　
　
　
　
　
　
建
造

　
　
物
、
記
念
行
事
、
風
景
な
ど
．

☆
写
真
に
は
、
撮
影
年
代
、
説
明
、

　
所
有
者
住
所
氏
名
を
つ
け
て
下
さ

　
い
。

☆
写
真
を
お
ゆ
ず
り
で
き
な
い
場
合

　
は
、
複
写
し
ま
す
の
で
お
貸
し
下

　
さ
い
。

☆
写
真
の
選
択
は
、
博
物
館
友
の
会

宮
沢
マ
ス
（
小
黒
沢
）

阿
部
キ
ヨ
ノ
（
本
町
七
ー
二
）

中
林
順
治
（
稲
荷
町
二
）

仲
　
ケ
フ
（
宮
下
町
西
）

渡
辺
直
次
（
宮
下
町
東
）

涌
井
清
策
（
高
島
）

川
西
町
史
編
さ
ん
室

村
山
美
保
（
新
宮
二
）

群
馬
県
立
歴
史
博
物
館

群
馬
県
立
博
物
館

豊
栄
市
役
所

新
潟
県
美
術
博
物
館

長
岡
市
立
科
学
博
物
館

水
原
町
教
育
委
員
会

佐
藤
　
栄
（
川
口
町
V

新
発
田
市
教
育
委
員
会

大
島
　
進
（
本
町
六
）

柳
　
金
蔵
（
北
鐙
坂
）

栗
林
　
登
（
北
鐙
坂
）

　
　
子
ど
も
の
遊
び
、

機
お
り
、
商
業
、

大
万
書
店
（
本
町
二
）

須
藤
彦
四
郎
（
川
治
下
町
）

吉
田
山
谷
部
落

相
崎
徳
三
郎
（
稲
葉
）

江
村
ト
キ
（
中
手
）

島
田
伴
市
郎
（
川
治
中
町
）

日
本
常
民
文
化
研
究
所

赤
沢
計
真
（
新
潟
市
）

佐
藤
　
蕃

阿
部
守
男

庭
野
徳
治

橋
本
秀
治

樋
口
春
生

近
藤
　
豊

村
山
兼
吉

（
当
間
）

（
中
条
上
町
）

（
小
貫
）

（
新
水
）

（
宮
下
町
西
）

（
下
条
中
央
通
り
）

（
為
永
）

　
　
新
潟
県
教
育
委
員
会

　
　
庭
野
三
二
三
（
新
座
）

　
　
下
条
下
組

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
に
一
任
下
さ
い
．

　
送
下
さ
い
。
都
合
わ
る
い
場
合
は

　
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
参
上
し
ま
す
。

☆
写
真
は
、
で
き
れ
ば
持
参
又
は
郵

☆
十
二
月
こ
ろ
ま
で
に
お
願
い
し
ま

　
す
。

☆
連
絡
先
は
、
十
日
町
市
博
物
館

　
（
市
内
西
本
町
一
・
電
話
七
－
五

　
五
三
一
番
）
で
す
。
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γ
、

　
’

　
　
、
　
　
、
、
　
　
　
　
、

　
昭
和
五
十
二
年
か
ら
始
っ
て
い
た

戦
没
者
遺
族
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
（
二
十
万
円
）
の
請
求
期

限
は
九
月
三
十
日
ま
で
で
す
。
ま
だ

手
続
き
を
し
て
い
な
い
人
は
、
至
急

社
会
福
祉
事
務
所
援
護
係
（
盈
七
－

三
二
一
番
内
線
二
一
四
）
ま
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
請
求
手

続
が
終
わ
っ
て
、
受
給
し
て
い
る
遺
族

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
支
給
の
条
件

一
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
降

の
戦
没
者
の
遺
族
で
、
す
で
に
五
万

円
ま
た
は
三
万
円
の
弔
慰
金
を
受
給

し
た
人
。

二
、
昭
和
五
十
年
四
月
一
目
現
在
で
、

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
の
受
給
者

が
い
な
い
こ
と
。

三
、
昭
和
六
年
九
月
十
八
日
か
ら
昭

和
十
二
年
七
月
六
日
の
間
の
戦
没
者

の
遺
族
。

　
受
給
者
に
な
れ
る

　
　
　
　
　
　
遺
族
の
範
囲

8
、
三
親
等
内
親
族
対
象
者
、
戦
没

者
の
遺
族
で
、
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
が
昭
和
五

十
年
四
月
一
目
前
に
す
べ
て
死
亡
、

ま
た
は
失
権
し
た
場
合
に
、
戦
没
者

の
戦
没
当
時
ま
で
一
年
以
上
生
計
維

持
か
、
生
計
同
一
関
係
に
あ
っ
た
配

募集中一

会期　10月10日囲・11日仕）

　　午前9時～午後8時
　　10月12目（日）

　　午前9時～午後4時
会場十日町市公民館
　　　　　　（市民会館）
総萸　10月3日囲

　　午前9時～午後8時30分

作品

第1部日本画　　第5部工芸
篤2部洋画　　　第6部書道
第3部新しい美術　第7部写真
第4部彫　塑

偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹
以
外
の
三
親
等
内
親
族
。

⇒
、
三
親
等
内
と
な
る
主
な
人

　
ω
、
戦
没
者
の
伯
叔
父
母
、
甥
姪

曾
祖
父
母
及
び
曾
孫
．

　
ω
、
戦
没
者
の
三
親
等
内
の
血
族

の
配
偶
者
（
姻
族
）

　
＠
、
戦
没
者
の
配
偶
者
の
父
母
、

祖
父
母
、
曾
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、

詳
細
は
援
護
係
へ
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

き
の
こ
鑑
別

　
　
　
講
習
会
を
開
催

　
食
品
衛
生
協
会
十
日
町
支
部
で
は
、

き
の
こ
の
鑑
別
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
毒
き
の
こ
の
見
分
け
か
た
な
ど

を
知
り
た
い
人
は
、
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。

日
時
　
十
月
三
日
（
金
）

　
　
午
後
一
時
半
～
三
時

場
所
　
十
目
町
温
泉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
市
内
小
泉
）

問
い
合
わ
せ
　
市
民
生
活
課
環
境
係

（
盈
七
－
三
一
一
一
番
内
二
二
五
）
へ
。

メ
キ
シ
コ
移
住
者
の

　
　
　
実
態
調
査
を
実
施

　
来
年
は
、
日
本
人
の
メ
キ
シ
コ
移

住
八
十
五
周
年
に
当
た
り
ま
す
。
県

で
は
こ
れ
を
機
会
に
、
本
県
か
ら
メ

ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
9
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

一作

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ス
　
テ
　
レ
　
オ

（
カ
ラ
オ
ケ
マ
イ
ク
付
V

中
　
　
古

五
万
五
千
円

ベ
ビ
ー
バ
　
ス

中
　
　
古

相
談
で

全
自
動
洗
濯
機

（
日
立
）

〃

相
談
で

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

（
藤
製
）

〃

〃

■
ホ
ン
ダ
チ
ェ
リ
ー

（
50
㏄
）

〃

〃

自
　
　
転
　
　
車

（
大
人
子
供
兼
薦
）

〃

四
千
円
，

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
ホ
イ
ー
ル

（
シ
ビ
ッ
ク
4
本
）

〃

一
万
円

毛
皮
ハ
ー
フ
コ
ー
ト

（
う
さ
ぎ
韓
国
製
黒
）

〃

三
万
円

木
製
食
器
棚

〃

相
談
で

シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ト

（
ふ
と
ん
付
）

〃

相
談
で

キ
シ
コ
ヘ
移
住
し
た
人
達
の
実
態
調

査
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
メ

キ
シ
コ
に
移
住
し
た
人
に
心
あ
た
り

の
人
は
、
十
月
十
一
日
ま
で
に
、
総

務
課
行
政
係
（
E
七
－
三
二
一
番

内
線
壬
二
四
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

児
童
手
当
受
給
者
の

　
　
　
　
　
　
　
皆
さ
ん
へ

　
十
月
期
（
六
月
分
～
九
月
分
）
の

児
童
手
当
が
十
月
十
一
目
頃
に
指
定

さ
れ
た
口
座
に
振
込
ま
れ
ま
す
。
支

給
額
は
十
八
歳
未
満
の
児
童
三
人
以

上
の
内
、
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童

一
人
に
つ
き
、
市
民
税
に
か
か
わ
る

所
得
割
が
あ
る
場
合
月
額
五
千
円
、

な
い
場
合
六
千
五
百
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
六
月
の
現
況
届
以
降

に
、
住
所
、
氏
名
な
ど
の
変
更
が
受

給
者
お
よ
び
対
象
児
童
に
あ
っ
た
と

き
は
、
必
ず
市
民
生
活
課
年
金
係
（
B

七
－
三
一
二
番
内
線
一
二
八
）
ま

で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
コ
ー
ス
〕
　
　
　
　
〔
巡
回
日
〕

下
条
、
田
川
町
…
－
…
一
・
十
五
日

水
沢
－
…
…
…
…
…
一
一
丁
十
七
日

六
　
箇
：
…
…
…
：
：
…
六
・
二
十
目

上
川
町
、
飛
渡
…
…
七
・
二
十
一
日

中
条
、
本
町
六
ノ
三
、
高
田
町
三
南

…
－
…
…
…
…
…
…
八
・
二
十
二
日

吉
　
田
…
…
…
…
…
十
・
二
十
四
目

十
目
町
…
…
…
…
十
三
・
二
十
七
日

川
　
治
－
…
…
：
：
十
四
・
二
十
八
日

刃
泉
町
、
春
日
町
、
美
雪
町

一
…
…
…
…
…
・
…
D
巴
七
・
二
十
一
日

コ
間
稲
荷
町
一
、
西
本
町
、
四
日
町
新

夜く
田
…
…
…
…
…
十
四
・
二
十
八
日

（9）1”III”II”“”1量1川”1””とお艀3劣矧ら世価1”lll”””“ll““lmlmlll“1”mlll1“1（第3種郵便物認可）昭和55年9月25日

犬
の
登
録
と

　
　
　
　
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施

　
犬
は
愛
情
や
し
つ
け
、
訓
練
し
だ

い
で
は
た
い
へ
ん
従
順
で
利
口
な
動

物
で
す
。
家
族
の
一
員
と
し
て
“
愛

情
と
責
任
を
も
っ
て
育
て
ま
し
ょ
う
〆

H
犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を

　
生
後
三
ヵ
月
以
上
の
犬
は
、
年
一

回
の
登
録
と
、
年
二
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
交

付
さ
れ
る
鑑
札
と
注
射
済
票
は
必
ず

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
…
…
…
－
：
：
－
：
，
：
－
：
－
：
き
り
と

i　　犬の注射（登録）についてお知らせ
i　昭和和55年度第2回目の狂犬病予防注射及び
i　未登録犬の登録を裏面日程表のとおり実施し
i　ますので都合のよい会場においで下さい。

i　会場に持参するもの
：　　1．この申込み書
：　　2．料　　　　　金

i　　昭和55年度登録済犬1，300円（注射のみ）
’　　昭和55年度未登録犬3，300円（登録と注射）
き　　3．印　　　　鑑

　　4．愛犬手帳り
　　　　　犬の注射（登録）申込書

首
輪
に
つ
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
迷
い
犬
に
な
っ
た
時
役
に
立

ち
ま
す
。
ま
た
、
標
識
は
玄
関
の
見

や
す
い
所
に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
都
合
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
三
目
間

に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
犬
は
、
獣
医

師
の
訪
問
に
よ
り
注
射
を
受
け
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
の
場
合
の
費
用
は

　
登
録
済
犬
　
二
千
六
百
円
（
注
射

の
み
）
　
未
登
録
犬
四
千
六
百
円
（
登

録
と
注
射
）
に
な
り
ま
す
。

り
線
…
…
：
…
…
…
…
－
…
…
ー
一

町（部落）名

世帯主氏名
電話・有線番号

犬　の　種　類

〃　　年　齢 歳　　　　ヵ月

〃　　毛　色

〃　　性　別 オス　　・　　メス

〃　　名　前

〃　　体　格 大　・　中　・　小

し
G
　
り

線竜詰●僧裸蕾方
1　犬の種類
：　〃　年齢　　l
i　〃　毛色
i　〃　性別　オス
：　〃　名前
i　〃　体格　大・
：　　　　　　　　No．

口
　
し
つ
け
は
根
気
よ
く

　
人
間
社
会
の
一
員
と
し
て
仲
よ
く

生
活
す
る
た
め
、
犬
の
習
性
、
特
性

を
よ
く
理
解
し
、
過
保
護
、
盲
愛
を

つ
つ
し
ん
で
伸
び
伸
び
と
し
か
も
節

度
あ
る
飼
育
が
大
切
で
す
。
他
人
に

吠
え
た
り
咬
み
つ
い
た
り
し
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

国
清
潔
な
住
ま
い
と
健
康
を

　
犬
は
け
い
留
し
、
公
園
、
道
路
な

ど
公
共
の
場
所
や
他
人
の
庭
を
荒
ら

し
た
り
し
て
、
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
注
意
し
、
糞
は
飼
い
主
が
必
ず

始
末
し
ま
し
ょ
う
。

四
　
小
さ
な
命
、
大
切
に

　
捨
犬
防
止
の
た
め
、
発
情
期
に
困

る
方
、
欲
し
く
な
い
子
犬
が
産
ま
れ

る
と
困
る
方
は
獣
医
師
に
相
談
し
て

去
勢
手
術
、
不
妊
手
術
を
う
け
、
小

さ
な
命
を
大
切
に
し
て
、
社
会
の
迷

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
一
度
飼
っ
た
犬
や
猫
は
、

終
生
飼
う
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
や

む
を
得
ず
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
、

決
め
ら
れ
た
日
に
保
健
所
が
引
取
り

ま
す
の
で
保
健
所
（
8
七
－
二
四
〇

〇
番
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『十日町の

人に

★
「
十
β
町
に
来
て
十
年

や
つ
と
が
牽
賃
町
の
人
4

よ
う
な
感
じ
が
し
叢
す
」

に
な
る
匿
人
チ
ヤ
ン
を
背
負
い
仕
事

の
手
を
休
め
な
が
ら
話
し
で
く
れ
た

の
は
、
市
再
水
臼
に
住
む
小
原
菊
代

さ
ん
（
三
十
歳
V
で
す
。

★
夫
の
康
男
さ
ん
（
会
社
員
）
と
は

東
京
で
知
り
合
い
、
今
の
と
こ
ろ
に
．

嫁
い
で
来
た
の
で
す
が
、
当
時
を
振

り
返
っ
て
レ
義
誰
も
知
っ
て
い
る

人
も
い
な
く
て
心
細
く
な
る
時
も
あ

ゆ
ま
し
た
が
、
地
域
の
人
た
ち
の
“
あ

た
た
か
惑
4
、
の
お
か
げ
で
、
ど
う
に

　
　
　
　
〕

　
　
』
繋
D

纒
た
〔

・
し

　
まり◆

な

　
　
　
　
鱒
り

　
　
　
ん
か

　
　
　
、
篇

　
　
課
縣

　
　
条
原
城

　
　
下
小
茨
』

　
　
、
日

　
　
…
…
近
頃
．

　
　
縫
な
っ
た

　
　
と
一
歳
半

離
発
．
の
灘
災
感
醗
あ
愚
駕
薩
遷
送
ウ

璽
麟
傷
れ
る
め
燃
と
恩
い
ま
掌
認

☆
糀
樫
硬
．
子
育
て
が
鶯
し
く
．
畠

・
発
の
鶏
と
燦
ど
何
も
や
れ
な
い
＆
い

わ
れ
な
が
ら
も
、
家
の
畿
わ
り
め
畑

に
、
、
粧
や
懸
菜
な
ど
作
巻
拶
が
好
き

で
、
楽
し
み
に
も
な
っ
て
い
る
ぞ
う

驚
す
。

・
、
象
た
、
読
書
も
好
き
で
、
二
遍
間

に
一
度
廻
っ
て
来
る
勤
菱
鐘
濯
こ

だ
蒙
響
”
藪
蓄
を
舞
く
導
で
待
φ
て

騨
る
と
か
…
…
。

★
桑
年
閥
経
っ
て
岬
十
日
町
⑳
人
に

な
っ
た
潔
菊
代
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か

ら
“
十
β
町
の
人
に
な
る
人
拶
の
た

め
に
、
良
い
お
手
本
と
な
り
続
雑
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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γ
、

　
’

　
　
、
　
　
、
、
　
　
　
　
、

　
昭
和
五
十
二
年
か
ら
始
っ
て
い
た

戦
没
者
遺
族
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
（
二
十
万
円
）
の
請
求
期

限
は
九
月
三
十
日
ま
で
で
す
。
ま
だ

手
続
き
を
し
て
い
な
い
人
は
、
至
急

社
会
福
祉
事
務
所
援
護
係
（
盈
七
－

三
二
一
番
内
線
二
一
四
）
ま
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
請
求
手

続
が
終
わ
っ
て
、
受
給
し
て
い
る
遺
族

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
支
給
の
条
件

一
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
降

の
戦
没
者
の
遺
族
で
、
す
で
に
五
万

円
ま
た
は
三
万
円
の
弔
慰
金
を
受
給

し
た
人
。

二
、
昭
和
五
十
年
四
月
一
目
現
在
で
、

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
の
受
給
者

が
い
な
い
こ
と
。

三
、
昭
和
六
年
九
月
十
八
日
か
ら
昭

和
十
二
年
七
月
六
日
の
間
の
戦
没
者

の
遺
族
。

　
受
給
者
に
な
れ
る

　
　
　
　
　
　
遺
族
の
範
囲

8
、
三
親
等
内
親
族
対
象
者
、
戦
没

者
の
遺
族
で
、
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
が
昭
和
五

十
年
四
月
一
目
前
に
す
べ
て
死
亡
、

ま
た
は
失
権
し
た
場
合
に
、
戦
没
者

の
戦
没
当
時
ま
で
一
年
以
上
生
計
維

持
か
、
生
計
同
一
関
係
に
あ
っ
た
配

募集中一

会期　10月10日囲・11日仕）

　　午前9時～午後8時
　　10月12目（日）

　　午前9時～午後4時
会場十日町市公民館
　　　　　　（市民会館）
総萸　10月3日囲

　　午前9時～午後8時30分

作品

第1部日本画　　第5部工芸
篤2部洋画　　　第6部書道
第3部新しい美術　第7部写真
第4部彫　塑

偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹
以
外
の
三
親
等
内
親
族
。

⇒
、
三
親
等
内
と
な
る
主
な
人

　
ω
、
戦
没
者
の
伯
叔
父
母
、
甥
姪

曾
祖
父
母
及
び
曾
孫
．

　
ω
、
戦
没
者
の
三
親
等
内
の
血
族

の
配
偶
者
（
姻
族
）

　
＠
、
戦
没
者
の
配
偶
者
の
父
母
、

祖
父
母
、
曾
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、

詳
細
は
援
護
係
へ
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

き
の
こ
鑑
別

　
　
　
講
習
会
を
開
催

　
食
品
衛
生
協
会
十
日
町
支
部
で
は
、

き
の
こ
の
鑑
別
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
毒
き
の
こ
の
見
分
け
か
た
な
ど

を
知
り
た
い
人
は
、
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。

日
時
　
十
月
三
日
（
金
）

　
　
午
後
一
時
半
～
三
時

場
所
　
十
目
町
温
泉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
市
内
小
泉
）

問
い
合
わ
せ
　
市
民
生
活
課
環
境
係

（
盈
七
－
三
一
一
一
番
内
二
二
五
）
へ
。

メ
キ
シ
コ
移
住
者
の

　
　
　
実
態
調
査
を
実
施

　
来
年
は
、
日
本
人
の
メ
キ
シ
コ
移

住
八
十
五
周
年
に
当
た
り
ま
す
。
県

で
は
こ
れ
を
機
会
に
、
本
県
か
ら
メ

ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
9
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

一作

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ス
　
テ
　
レ
　
オ

（
カ
ラ
オ
ケ
マ
イ
ク
付
V

中
　
　
古

五
万
五
千
円

ベ
ビ
ー
バ
　
ス

中
　
　
古

相
談
で

全
自
動
洗
濯
機

（
日
立
）

〃

相
談
で

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

（
藤
製
）

〃

〃

■
ホ
ン
ダ
チ
ェ
リ
ー

（
50
㏄
）

〃

〃

自
　
　
転
　
　
車

（
大
人
子
供
兼
薦
）

〃

四
千
円
，

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
ホ
イ
ー
ル

（
シ
ビ
ッ
ク
4
本
）

〃

一
万
円

毛
皮
ハ
ー
フ
コ
ー
ト

（
う
さ
ぎ
韓
国
製
黒
）

〃

三
万
円

木
製
食
器
棚

〃

相
談
で

シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ト

（
ふ
と
ん
付
）

〃

相
談
で

キ
シ
コ
ヘ
移
住
し
た
人
達
の
実
態
調

査
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
メ

キ
シ
コ
に
移
住
し
た
人
に
心
あ
た
り

の
人
は
、
十
月
十
一
日
ま
で
に
、
総

務
課
行
政
係
（
E
七
－
三
二
一
番

内
線
壬
二
四
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

児
童
手
当
受
給
者
の

　
　
　
　
　
　
　
皆
さ
ん
へ

　
十
月
期
（
六
月
分
～
九
月
分
）
の

児
童
手
当
が
十
月
十
一
目
頃
に
指
定

さ
れ
た
口
座
に
振
込
ま
れ
ま
す
。
支

給
額
は
十
八
歳
未
満
の
児
童
三
人
以

上
の
内
、
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童

一
人
に
つ
き
、
市
民
税
に
か
か
わ
る

所
得
割
が
あ
る
場
合
月
額
五
千
円
、

な
い
場
合
六
千
五
百
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
六
月
の
現
況
届
以
降

に
、
住
所
、
氏
名
な
ど
の
変
更
が
受

給
者
お
よ
び
対
象
児
童
に
あ
っ
た
と

き
は
、
必
ず
市
民
生
活
課
年
金
係
（
B

七
－
三
一
二
番
内
線
一
二
八
）
ま

で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
コ
ー
ス
〕
　
　
　
　
〔
巡
回
日
〕

下
条
、
田
川
町
…
－
…
一
・
十
五
日

水
沢
－
…
…
…
…
…
一
一
丁
十
七
日

六
　
箇
：
…
…
…
：
：
…
六
・
二
十
目

上
川
町
、
飛
渡
…
…
七
・
二
十
一
日

中
条
、
本
町
六
ノ
三
、
高
田
町
三
南

…
－
…
…
…
…
…
…
八
・
二
十
二
日

吉
　
田
…
…
…
…
…
十
・
二
十
四
目

十
目
町
…
…
…
…
十
三
・
二
十
七
日

川
　
治
－
…
…
：
：
十
四
・
二
十
八
日

刃
泉
町
、
春
日
町
、
美
雪
町

一
…
…
…
…
…
・
…
D
巴
七
・
二
十
一
日

コ
間
稲
荷
町
一
、
西
本
町
、
四
日
町
新

夜く
田
…
…
…
…
…
十
四
・
二
十
八
日
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犬
の
登
録
と

　
　
　
　
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施

　
犬
は
愛
情
や
し
つ
け
、
訓
練
し
だ

い
で
は
た
い
へ
ん
従
順
で
利
口
な
動

物
で
す
。
家
族
の
一
員
と
し
て
“
愛

情
と
責
任
を
も
っ
て
育
て
ま
し
ょ
う
〆

H
犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を

　
生
後
三
ヵ
月
以
上
の
犬
は
、
年
一

回
の
登
録
と
、
年
二
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
交

付
さ
れ
る
鑑
札
と
注
射
済
票
は
必
ず

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
…
…
…
－
：
：
－
：
，
：
－
：
－
：
き
り
と

i　　犬の注射（登録）についてお知らせ
i　昭和和55年度第2回目の狂犬病予防注射及び
i　未登録犬の登録を裏面日程表のとおり実施し
i　ますので都合のよい会場においで下さい。

i　会場に持参するもの
：　　1．この申込み書
：　　2．料　　　　　金

i　　昭和55年度登録済犬1，300円（注射のみ）
’　　昭和55年度未登録犬3，300円（登録と注射）
き　　3．印　　　　鑑

　　4．愛犬手帳り
　　　　　犬の注射（登録）申込書

首
輪
に
つ
け
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
迷
い
犬
に
な
っ
た
時
役
に
立

ち
ま
す
。
ま
た
、
標
識
は
玄
関
の
見

や
す
い
所
に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
都
合
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
三
目
間

に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
犬
は
、
獣
医

師
の
訪
問
に
よ
り
注
射
を
受
け
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
の
場
合
の
費
用
は

　
登
録
済
犬
　
二
千
六
百
円
（
注
射

の
み
）
　
未
登
録
犬
四
千
六
百
円
（
登

録
と
注
射
）
に
な
り
ま
す
。

り
線
…
…
：
…
…
…
…
－
…
…
ー
一

町（部落）名

世帯主氏名
電話・有線番号

犬　の　種　類

〃　　年　齢 歳　　　　ヵ月

〃　　毛　色

〃　　性　別 オス　　・　　メス

〃　　名　前

〃　　体　格 大　・　中　・　小

し
G
　
り

線竜詰●僧裸蕾方
1　犬の種類
：　〃　年齢　　l
i　〃　毛色
i　〃　性別　オス
：　〃　名前
i　〃　体格　大・
：　　　　　　　　No．

口
　
し
つ
け
は
根
気
よ
く

　
人
間
社
会
の
一
員
と
し
て
仲
よ
く

生
活
す
る
た
め
、
犬
の
習
性
、
特
性

を
よ
く
理
解
し
、
過
保
護
、
盲
愛
を

つ
つ
し
ん
で
伸
び
伸
び
と
し
か
も
節

度
あ
る
飼
育
が
大
切
で
す
。
他
人
に

吠
え
た
り
咬
み
つ
い
た
り
し
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

国
清
潔
な
住
ま
い
と
健
康
を

　
犬
は
け
い
留
し
、
公
園
、
道
路
な

ど
公
共
の
場
所
や
他
人
の
庭
を
荒
ら

し
た
り
し
て
、
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
注
意
し
、
糞
は
飼
い
主
が
必
ず

始
末
し
ま
し
ょ
う
。

四
　
小
さ
な
命
、
大
切
に

　
捨
犬
防
止
の
た
め
、
発
情
期
に
困

る
方
、
欲
し
く
な
い
子
犬
が
産
ま
れ

る
と
困
る
方
は
獣
医
師
に
相
談
し
て

去
勢
手
術
、
不
妊
手
術
を
う
け
、
小

さ
な
命
を
大
切
に
し
て
、
社
会
の
迷

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
一
度
飼
っ
た
犬
や
猫
は
、

終
生
飼
う
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
や

む
を
得
ず
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
、

決
め
ら
れ
た
日
に
保
健
所
が
引
取
り

ま
す
の
で
保
健
所
（
8
七
－
二
四
〇

〇
番
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

『十日町の

人に

★
「
十
β
町
に
来
て
十
年

や
つ
と
が
牽
賃
町
の
人
4

よ
う
な
感
じ
が
し
叢
す
」

に
な
る
匿
人
チ
ヤ
ン
を
背
負
い
仕
事

の
手
を
休
め
な
が
ら
話
し
で
く
れ
た

の
は
、
市
再
水
臼
に
住
む
小
原
菊
代

さ
ん
（
三
十
歳
V
で
す
。

★
夫
の
康
男
さ
ん
（
会
社
員
）
と
は

東
京
で
知
り
合
い
、
今
の
と
こ
ろ
に
．

嫁
い
で
来
た
の
で
す
が
、
当
時
を
振

り
返
っ
て
レ
義
誰
も
知
っ
て
い
る

人
も
い
な
く
て
心
細
く
な
る
時
も
あ

ゆ
ま
し
た
が
、
地
域
の
人
た
ち
の
“
あ

た
た
か
惑
4
、
の
お
か
げ
で
、
ど
う
に

　
　
　
　
〕

　
　
』
繋
D

纒
た
〔

・
し

　
まり◆

な

　
　
　
　
鱒
り

　
　
　
ん
か

　
　
　
、
篇

　
　
課
縣

　
　
条
原
城

　
　
下
小
茨
』

　
　
、
日

　
　
…
…
近
頃
．

　
　
縫
な
っ
た

　
　
と
一
歳
半

離
発
．
の
灘
災
感
醗
あ
愚
駕
薩
遷
送
ウ

璽
麟
傷
れ
る
め
燃
と
恩
い
ま
掌
認

☆
糀
樫
硬
．
子
育
て
が
鶯
し
く
．
畠

・
発
の
鶏
と
燦
ど
何
も
や
れ
な
い
＆
い

わ
れ
な
が
ら
も
、
家
の
畿
わ
り
め
畑

に
、
、
粧
や
懸
菜
な
ど
作
巻
拶
が
好
き

で
、
楽
し
み
に
も
な
っ
て
い
る
ぞ
う

驚
す
。

・
、
象
た
、
読
書
も
好
き
で
、
二
遍
間

に
一
度
廻
っ
て
来
る
勤
菱
鐘
濯
こ

だ
蒙
響
”
藪
蓄
を
舞
く
導
で
待
φ
て

騨
る
と
か
…
…
。

★
桑
年
閥
経
っ
て
岬
十
日
町
⑳
人
に

な
っ
た
潔
菊
代
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か

ら
“
十
β
町
の
人
に
な
る
人
拶
の
た

め
に
、
良
い
お
手
本
と
な
り
続
雑
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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一

…
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

…
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

…
登
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

一
射
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

い
注
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

一
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
犬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

一
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

｝
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

『
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

・
『
U
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

一
和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

一
昭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

F
…
：
…
…
…
－
…
－
－
：
－
：
：
き
り
と
り
線
：
…
…
…
…
…
…
－
…
…
↑

秋
季
小
児
マ
ヒ

　
　
　
　
　
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
を
実
施

　
昭
和
五
十
五
年
度
秋
季
急
性
灰
白
　
　
◎
接
種
前
の
注
意
　
●
投
与
前
は
健

髄
炎
（
小
児
マ
ヒ
）
生
ワ
ク
チ
ン
投
　
　
康
管
理
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

与
を
つ
ぎ
の
要
項
で
実
施
し
ま
す
。
　
　
●
投
与
日
の
朝
体
温
測
定
を
忘
れ
ず

◎
該
当
者
　
一
回
目
…
…
昭
和
五
十

五
年
一
月
一
日
～
五
十
五
年
六
月
三

十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

二
回
目
…
…
昭
和
五
十
四
年
七
月
一

日
～
五
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
。

◎
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
人
　
有
熱

者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
。
そ
の

他
医
師
が
不
適
と
認
め
た
人
。

月　日 地　　区 時　間 場　　所

10月7日

火曜日

川　　　　治 9：00～10100 川治公民館

川治・十日町
10：30～11：30

保　　健　　所
13：30～15：00

中　　　　条
9：00～10：00中条公民館

10：30～11：00 克雪管理センター

下　　　　条
13：30～14：10 下条公民館
14：40～15：00 東下組小学校

10月8日

水曜日

新座・．大井田 9：00～10：00大井田公民館

十日町・新座
・大井田・川治

10：30～11：30
市民体育館

13：30～15：00

水　　　　沢

9：00～9：40 馬場飼育所
10：10～11：30 水沢出張所
13：30～13：50 野中小学校

十日町山地 14：40～15：00 赤　倉　分　校

10月9日

木曜日

吉　　　　田

9：00～9：20 吉田集会所
9：40～10：00就業改善センター

10：20～10『：40 真田小学校
11：10～11：30 名ケ山小学校

八　　　　箇 13130～14：00八箇小学校
六　　　　箇 14：30～15：00 六箇公民館

獣血鎌鐵程

と　き　10月28日㈹／午前10時～午後3時

ところ　睦織物㈱

と　き　10月29日困／午前10時～午後3時

ところ　吉沢織物㈱

明日といわず今献血しましょう

に
。
●
印
か
ん
、
母
子
手
帳
を
忘
れ

ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
●
問
診

票
は
当
日
会
場
で
配
布
し
ま
す
が
、

保
護
者
で
な
い
人
が
同
伴
す
る
時
は

前
も
っ
て
保
健
衛
生
課
に
取
り
に
き

て
、
内
容
を
記
入
し
、
当
日
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

実
施
地
区
名

月
　
　
　
日

受
付
時
間

実
施
会
場

吉
　
田
　
地
　
区

10
月
1
4
日
図

午
後

－
時
4
0
分

～
2
時
2
0
分

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

川
　
治
　
地
　
区

六
　
箇
　
地
　
区

十
目
町
地
区

10
月
1
5
日
困

新
座
・
大
井
田
地
区

中
　
条
　
地
　
区

10
月
1
6
日
困

下
　
条
　
地
　
区

水
　
沢
　
地
　
区

10

月
の
休
日
救
急
医
．

26　　　19　12葎10　　　5
日　　　　日　　日　育日　　　　 日

千
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）

8
0
2
5
7
6
1
8
の
2
0
3
4
番

上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
8
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番

大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
盈
2
の
2
9
5
7
番

山
口
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

　
奮
5
の
2
0
0
3
番

中
条
病
院
（
北
原
〉

　
　
行
7
の
3
0
1
8
番

津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

8
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番

水
沢
診
療
所
（
土
市
第
三
）

　
8
8
の
2
0
3
9
番

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　ワ　　　　　　　　　　　　　　甲　　　曹　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　　　－　　　一　　　　　　　　　　　，　　　一　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　噂　　　噂　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　薗　　　　　　　一　　　　　　一　　　　一　　　　　　曹　　　　　冒　　　　－　　　　　甲　　　曹　　　　一　　　　一　　　一　　　　ロ　　ー　　　，　　一　一　　　　一　一　　　　一

蓋
懸
雛
讐

　
▼
九
月
二
十
九
日
㈲
　
午
後
一
時
～

午
後
四
時
ま
で
本
町
六
の
一
、
本

町
六
の
二
、
稲
荷
町
一
、
田
中
町
本

通
り
の
各
一
部
、
本
町
四
、
本
町
五

▼
十
月
六
日
㈲
　
午
後
一
時
～
午
後

四
時
半
ま
で
泉
町
、
袋
町
東
、
本

町
二
、
昭
和
町
一
、
昭
和
町
二
の
各

一
部
、
高
田
町
一
、
高
田
町
二

▼
十
月
十
三
日
㈲
　
午
前
八
時
～
正

午
ま
で
焼
野
、
轟
木
、
慶
地
、
魚

之
田
川
、
新
水
、
中
条
管
沼
、
宇
田

ケ
沢
、
山
新
田
、
小
貫
、
東
枯
木
又
、

西
枯
木
又
、
上
田
原
、
蕨
平
、
三
ツ

山

育
児
相
談

3
歳
児
検
診

児1
　歳
検6
　力
診月

児び育
　に児
検4学　力級
診月並

事
業
名

　10
宋月
＿　　15

　日

　10
宋月
＿8
　日

　10
釜月
＿17
　日

　10
宋月
＿　22

　日

期
日

　午、　後

4　　1
時　時

　半

～午
　後
2　1
時時

～午
　後
2　1
時時

　午～
　後
1　1
時　時
半

受
付
時
間

十
日
町
公
民
館

青勤
少労
年
ホ
1
ム

青勤
少労
年
ホ
1
ム

十
日
町
公
民
館

会
場
名

人月　～54
　生55年
　れ年12
　の2月

生52
れ年
の　4
人月

生54
れ年
の　4
人月

生　55
れ　年
の　　6

人　月

対
象
者

地田箇川十
区・・治日

新大・町
座井六・

全　　　　　　域

参
集
区
域

1歳6カ月児検診のみ検診通知書を送ります

　　　　　　　（アンケート用紙）
個人通知がなくとも該当月のかたはおいで下さい

備
考

％劣．1

O
ー

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
○
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ご
注
意
を
。

　
な
お
こ
れ
か
ら
は
雪

囲
い
等
で
避
難
口
が
少

な
く
な
り
ま
す
が
、
必

ず
確
保
す
る
よ
う
配
慮

し
て
く
だ
さ
い
。

　
消
防
本
部
（
歴
七
i

一
五
五
五
番
）
に
は
、

こ
の
期
間
中
「
防
火
相

談
室
」
を
開
催
し
ま
す

　
十
目
町
地
域
消
防
本
部
・
消
防
署

消
防
団
で
は

　
①
焼
死
防
止
対
策
の
徹
底

　
②
住
民
の
自
主
防
火
体
制
づ
く
り

　
の
推
進

　
③
防
火
管
理
体
制
の
整
備
推
進

－
以
上
三
項
目
を
重
点
と
し
た
、

「
秋
季
火
災
予
防
運
動
」
を
実
施
し

　　　ま
　　　玄

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
で
最
も
多
い
火

災
の
原
因
は
『
ス
ト
ー
ブ
の
真
上
の

干
し
物
』
で
す
。
こ
の
期
間
中
に
は

消
防
職
員
、
消
防
団
員
が
各
事
業
所

及
び
家
庭
に
”
火
の
元
検
査
”
に
伺

い
ま
す
。

　
ま
た
年
間
通
じ
て
多
い
◎
天
ぶ
ら

鍋
の
引
火
　
◎
石
油
風
呂
釜
掃
除
不

良
に
よ
る
異
常
燃
焼
な
ど
に
は
十
分

着
屍
と
謬
多

β㈹

午
後
三
時
5
七
時下条地区公民館

　
水
沢
地
区
（
八
月
）
、
吉
田
地
区

（
九
月
）
に
引
き
つ
づ
き
、
移
動
か
市

民
と
語
る
貝
”
は
～
下
条
地
区
に
お

い
て
開
催
し
ま
す
。
地
区
で
の
開
催

は
今
年
度
は
下
条
地
区
が
最
後
と
な

り
ま
す
が
、
地
域
の
課
題
や
、
β
頃

考
え
て
い
る
ご
意
見
な
ど
を
気
軽
に

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
　
（
十
二
月
一

β
の
会
場
は
市
役
所
で
す
。
）

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

診

広
暴
消
防
職
買
募
集

　
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
目
採
用
の

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
消
防
職

員
（
消
防
士
）
を
つ
ぎ
の
と
お
り
若

干
名
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格
　
①
高
等
学
校
卒
業
者

（
明
年
三
月
卒
業
予
定
者
を
含
む
）
で

昭
和
三
十
三
年
四
月
二
目
以
降
に
生

ま
れ
た
男
子
　
②
十
日
町
市
、
川
西

町
、
津
南
町
、
中
里
村
に
居
住
可
能

な
人
　
③
身
長
百
六
十
仕
．
以
上
、
胸

囲
は
お
お
む
ね
身
長
の
二
分
の
一
以

上
、
体
重
五
十
鴛
以
上
、
視
力
両
眼

の
場
合
○
・
八
以
上
、
一
眼
の
場
合

そ
れ
ぞ
れ
○
・
五
以
上
（
矯
正
視
力

可
）
で
色
神
正
常
、
そ
の
他
身
体
強

健
で
体
質
上
欠
陥
の
な
い
人
。

試
験
方
法
　
①
第
一
次
試
験
　
教
養

試
験
・
体
力
診
断
テ
ス
ト
　
②
第
二

次
試
験
　
口
述
試
験
・
身
体
検
査

試
験
の
期
日
及
び
場
所
　
①
第
一
次

試
験
　
十
二
月
六
目
ω
　
②
第
二
次

試
験
　
十
二
月
下
旬
　
場
所
等
は
受

験
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
．

受
験
手
続
　
①
申
込
書
類
等
　
ω
受

験
申
込
書
（
用
紙
は
消
防
本
部
総
務

部
に
あ
り
ま
す
）
ω
身
上
調
書
㈲
最

終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書
（
卒
業

見
込
み
の
人
は
前
年
の
も
の
）

②
申
込
受
付
期
間
　
十
一
月
十
三
日

か
ら
十
一
月
二
十
五
日
午
後
五
時
ま

で
（
郵
送
の
場
合
は
十
一
月
二
十
五

日
ま
で
の
消
印
の
も
の
は
有
効
）

そ
の
他
　
詳
し
く
は
十
日
町
地
域
消

防
本
部
総
務
部
（
盈
七
－
一
五
五
五

番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
所
を

　
　
　
　
開
設
し
ま
す

　
地
方
法
務
局
、
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
十
一
月
十
三
日
困
午
前
十
時

～
午
後
三
時
ま
で

場
所
　
市
公
民
館
本
館

相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
．
法

務
局
長
岡
支
局
職
員


